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正　
（
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
会
員
）

　
　
　
は
じ
め
に

北
杜
夫
に
お
け
る
リ
ル
ケ
の
影
響
に
つ
い
て
考
察
す
る
論
考
「
リ
ル
ケ
と
北

杜
夫　

其
の
一
」
で
は
、
リ
ル
ケ
の
『
マ
ル
テ
の
手
記
』
と
杜
夫
の
『
幽
靈
』

の
対
比
研
究
に
先
立
っ
て
、杜
夫
の
仙
台
時
代
の
『
或
る
青
春
の
日
記
』（
以
下

「
日
記
」
と
略
記
）
や
関
連
す
る
著
書
等
に
あ
た
り
、そ
の
影
響
の
証
拠
を
立
証

し
て
お
き
た
い
と
考
え
考
察
を
進
め
た
。
更
に
、
リ
ル
ケ
と
杜
夫
を
結
び
つ
け

る
役
割
の
媒
介
者
に
つ
い
て
は
、そ
の
根
拠
を
示
し
な
が
ら
望
月
市
恵（1901-

1991　

以
下
敬
称
略
）
と
大
山
定
一
（1904-1974　

以
下
敬
称
略
）
を
特
定

し
、
杜
夫
が
媒
介
者
と
ど
う
い
う
つ
な
が
り
を
も
ち
、
何
を
ど
の
よ
う
に
学
ん

で
い
っ
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
て
き
た
。
特
に
、
旧
制
松
本
高
等
学
校

（
以
下
「
松
本
高
校
」
と
略
記
）
の
ド
イ
ツ
語
の
恩
師
望
月
か
ら
は
リ
ル
ケ
や

ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
に
つ
い
て
直
接
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
も
あ
り
、
杜
夫
の
並
々

な
ら
ぬ
尊
敬
の
念
が
「
日
記
」
や
『
ど
く
と
る
マ
ン
ボ
ウ
青
春
記
』
等
著
作
物

に
描
か
れ
、
そ
の
師
へ
の
敬
愛
の
念
は
広
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

「
日
記
」
に
よ
る
と
、
昭
和
二
十
三
年
（
東
北
大
学
医
学
部
一
年
）
か
ら
昭

和
二
十
八
年
（
同
大
学
附
属
病
院
イ
ン
タ
ー
ン
）
ま
で
の
期
間
に
、
望
月
に
関

連
す
る
記
述
は
二
十
三
箇
所
（P.21/P.125/P.133/P.153/P.171/P.179/

P.186/P.196/P.223/P.242/P.250/P.257/P.289/P.339 (2) /P.384/

P.412/P.451 (2) /P.522/P.558 (2) /P.579

）を
確
認
で
き
た
。
杜
夫
は
こ

の
間
十
一
回
松
本
を
訪
ね
、
望
月
と
は
何
ら
か
の
具
体
的
接
触
を
九
回
（
そ
の

内
五
回
は
望
月
宅
訪
問
、宿
泊
四
回
）
と
っ
て
お
り
、こ
の
時
期
は
『
幽
靈
』
を

は
じ
め
と
し
た
初
期
作
品（『
牧
神
の
午
後
』、『
少
年
』）の
執
筆
期
と
重
な
っ
て

い
る
。
更
に
、
昭
和
二
十
四
年
「
一
月
二
十
二
日
」
の
「「
日
記
」
に
は
、「
望

月
先
生
論　

僕
の
市
恵
論
は
こ
う
い
う
具
合
だ
」（P.250

）
と
小
見
出
し
を
つ

け
、「
望
月
市
恵
と
い
う
「
リ
ル
ケ
は
主
観
を
現
わ
す
客
体
を
外
界
に
求
め
た
の

で
す
よ
、
エ
ヘ
ヘ
ヘ
」
と
語
る
男
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
次
の
よ
う
な
人
物

と
み
て
ひ
が
め

0

0

0

で
は
な
い
か
ら
、
順
序
を
か
ま
わ
ず
少
し
ば
か
り
並
べ
る
こ
と

に
す
る
」（
傍
点
杜
夫
）（P.250

）
と
記
述
し
、「
敬
愛
す
る
師
」（P.252

）
で

あ
る
望
月
の
人
柄
を
自
分
流
に
描
い
て
お
り
、
望
月
へ
の
関
心
、
知
的
好
奇
心

の
高
さ
が
窺
え
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ほ
ど
濃
密
な
師
弟
関
係
が
あ
り
な
が
ら
、

ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
文
学
的
や
り
と
り
が
記
さ
れ
て
い
る

が
、
リ
ル
ケ
に
関
し
て
は
二
人
の
間
に
交
わ
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
具
体
的
や
り
と

り
に
つ
い
て
、「
日
記
」
や
関
連
す
る
資
料
で
は
詳
細
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

た
だ
、
昭
和
二
十
三
年
の
「
日
記
」
で
、
比
較
的
多
く
リ
ル
ケ
に
関
す
る
記
述

が
見
ら
れ
る
時
期
に
、
杜
夫
は
望
月
に
書
簡
を
出
し
て
い
る
。
望
月
に
関
す
る

「
日
記
」
二
十
三
箇
所
の
内
、
書
簡
に
関
連
し
て
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

「
六
月
五
日
」

望
月
（
市
恵
）
さ
ん
に
手
紙
を
出
さ
な
け
り
ゃ
い
け
な
い
が
、
こ
ん
な
メ
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チ
ャ
ク
チ
ャ
の
状
態
で
書
け
る
も
の
か
。
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「
狂
詩
」
の
あ
の
部
分
な
ら
…
…

い
や
先
を
書
く
と
ま
た
失
敗
す
る
（
後
略
）。（
傍
点
引
用
者
）（P.125

）

「
六
月
八
日
」

夜
、
望
月
（
市
恵
）
先
生
に
と
う
と
う
手
紙
を
書
い
た
。
八
枚
。
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や
っ
ぱ

し
相
当
ノ
ビ
て
し
ま
っ
た
。（
傍
点
引
用
者
）（P.133

）

「
八
月
八
日
」

夕
食
後
、
僕
は
手
紙
を
出
し
に
駅
へ
行
く
。
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00

望
月
さ
ん
―
―
何
と
い
う
有

難
さ
、
よ
き
師
で
あ
ろ
う
（
後
略
）。（
傍
点
引
用
者
）（P.186

）

当
時
の
杜
夫
は
、
望
月
に
「
手
紙
」
を
通
し
て
ど
の
よ
う
な
文
学
的
質
問
を

し
、
ど
の
よ
う
な
助
言
を
も
ら
い
、
リ
ル
ケ
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
や
り
と

り
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
は
『
マ
ル
テ
の
手
記
』
と
『
幽
靈
』
の
対

比
研
究
を
進
め
て
い
く
上
で
重
要
な
手
が
か
り
が
残
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が

あ
る
と
推
察
し
、
令
和
二
年
十
月
二
十
八
日
、
安
曇
野
市
文
書
館
館
長
の
平
沢

重
人
氏
立
ち
会
い
の
も
と
、
故
望
月
市
恵
宅
を
訪
問
し
、
本
資
料
と
出
会
う
こ

と
と
な
っ
た
。
本
論
考
の
資
料
の
著
作
権
並
び
に
掲
載
に
つ
い
て
は
「
お
わ
り

に
」
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
申
請
し
許
諾
を
得
て
い
る
。

　
　
　
一
、
書
簡
と
の
出
会
い

「
望
月
市
恵
あ
て　

斎
藤
宗
吉
書
簡
（
望
月
家
蔵
）」
と
の
出
会
い
の
経
緯
は

次
の
通
り
で
あ
る
。

１　

令
和
二
年
九
月
五
日
、
筆
者
は
望
月
市
恵
関
連
資
料
に
つ
い
て
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
検
索
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
安
曇
野
市
が
公
開
し
て
い
る

「
安
曇
野
市
ゆ
か
り
の
先
人
た
ち
」
の
ペ
ー
ジ
を
見
つ
け
、「
経
歴
」「
略

歴
譜
」
等
を
閲
覧
し
た
。
問
い
合
わ
せ
先
は
「
安
曇
野
市
文
書
館
・
臼
井

吉
見
文
学
館
」
と
あ
っ
た
。

２　

令
和
二
年
九
月
七
日
、安
曇
野
市
文
書
館
館
長
、平
沢
氏
に
電
話
を
し
、

本
研
究
の
趣
旨
並
び
に
故
望
月
市
恵
宅
訪
問
の
希
望
を
伝
え
た
。

３　

令
和
二
年
十
月
二
十
八
日
、
平
沢
氏
に
よ
る
望
月
家
と
の
日
程
調
整
、

連
絡
、
仲
介
を
経
て
訪
問
が
実
現
し
た
。

４　

午
後
一
時
過
ぎ
、
平
沢
氏
の
案
内
に
よ
り
故
望
月
市
恵
宅
を
訪
問
し

た
。
か
つ
て
松
本
高
校
生
の
杜
夫
が
訪
ね
た
旧
宅
は
す
で
に
取
り
壊
さ

れ
、
多
く
は
更
地
と
な
っ
て
い
た
が
、
そ
の
一
角
に
二
階
建
て
の
新
居
が

建
て
ら
れ
て
い
た
。
表
札
は
「
望
月
」
と
あ
っ
た
。

　
　

長
男
一
樹
氏
は
既
に
逝
去
し
て
お
り
、
ご
令
閨
昭
子
氏
に
よ
る
と
、
杜

夫
と
望
月
市
恵
に
関
す
る
資
料
は
多
く
が
散
逸
し
て
お
り
、
仙
台
時
代
の

書
簡
は
無
か
っ
た
。
杜
夫
の
昭
和
四
十
年
以
降
の
望
月
宛
の
手
紙
三
点
、

葉
書
二
十
点
が
保
管
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
当
時
の
松
本
高
校
生
が
写
っ

て
い
る
ア
ル
バ
ム
を
拝
見
し
た
。
書
簡
二
十
三
点
に
つ
い
て
は
本
研
究
の

趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
令
閨
の
許
諾
を
得
て
ひ
と
ま
ず
筆
者
が
預

か
り
、
今
後
の
研
究
資
料
と
し
て
い
く
こ
と
で
了
解
を
得
た
。

　
　
　
二
、
望
月
市
恵
肖
像
写
真
と
の
出
会
い

「
望
月
市
恵
あ
て　

斎
藤
宗
吉
書
簡
（
望
月
家
蔵
）」
は
、
ひ
と
ま
ず
表
題
が

付
さ
れ
ア
ル
バ
ム
フ
ァ
イ
ル
に
整
理
さ
れ
て
お
り
、
活
字
化
を
試
み
て
印
刷
さ

れ
た
資
料
が
10
ペ
ー
ジ
、
ア
ル
バ
ム
の
後
に
綴
じ
ら
れ
て
い
た
。
杜
夫
の
個
性

的
な
直
筆
を
判
読
す
る
の
は
困
難
な
と
こ
ろ
も
あ
り
、
多
少
の
誤
読
や
不
明
箇
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所
は
あ
る
も
の
の
努
力
の
跡
が
窺
え
た
。

そ
の
後
、
本
書
簡
資
料
の
精
読
、
整
理
の
作
業
を
進
め
て
い
く
中
で
、
こ
の

第
一
次
活
字
化
資
料
は
誰
が
ま
と
め
た
も
の
か
、
と
素
朴
な
疑
問
が
生
じ
た
。

確
か
、
令
和
二
年
に
望
月
宅
を
訪
問
し
た
際
、
昭
子
氏
が
「
以
前
、
松
本
で
展

示
会
を
や
っ
た
と
き
色
々
な
方
が
訪
ね
て
来
ら
れ
ま
し
た
」
と
述
べ
て
い
た
こ

と
を
思
い
出
し
、
令
和
四
年
七
月
、
旧
制
高
等
学
校
記
念
館
に
問
い
合
わ
せ
て

み
た
。
す
る
と
学
芸
員
よ
り
斎
藤
国
夫
氏
が
図
録
の
監
修
に
当
た
っ
て
い
た
こ

と
を
聞
き
、
斎
藤
氏
に
尋
ね
て
み
る
こ
と
と
し
た
。
斎
藤
氏
と
の
連
絡
は
、
以

前
か
ら
面
識
が
あ
っ
た
信
州
大
学
（
総
合
健
康
安
全
セ
ン
タ
ー
）
の
精
神
科
医
、

高
橋
徹
氏
の
仲
介
を
得
て
、
実
現
で
き
た
。

八
月
三
日
、
斎
藤
氏
に
書
簡
資
料
の
第
一
次
活
字
化
に
つ
い
て
質
問
の
メ
ー

ル
を
送
信
し
た
と
こ
ろ
、翌
八
月
四
日
に
斎
藤
氏
か
ら
直
接
の
電
話
が
あ
っ
た
。

１　

第
一
次
活
字
化
に
は
関
わ
っ
て
い
な
い
。
誰
が
作
成
し
た
か
は
不
明
。

２　

平
成
二
十
五
年
の
「
松
本
ま
る
ご
と
博
物
館
連
携
企
画
展
、
北
杜
夫
と

松
本
」
の
頃
、
喜
美
子
氏
（
杜
夫
夫
人
）
よ
り
「
望
月
先
生
と
の
手
紙
も

研
究
し
て
は
ど
う
か
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
い
て
い
た
」が
で
き
な
か
っ
た
。

３　

仙
台
の
書
簡
に
つ
い
て
は
「
恐
ら
く
、
望
月
先
生
関
係
の
書
簡
は
齋
藤

家
に
も
世
田
谷
文
学
館
に
も
無
い
と
思
わ
れ
る
」
と
の
返
答
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
同
八
月
四
日
に
齋
藤
由
香
氏
に
本
論
文
の
進
捗
状
況
に
加
え
て
、

第
一
次
活
字
化
に
つ
い
て
メ
ー
ル
で
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
八
月
六
日
、「
旧
制

高
等
学
校
記
念
館
や
青
田
吉
正
様
（
斎
藤
国
夫
氏
本
名
）
も
ご
存
じ
な
い
と
の

こ
と
な
ら
、
大
変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
母
も
私
も
存
じ
て
お
り
ま
せ
ん
。

お
役
に
立
て
ず
、
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」
と
の
返
信
が
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
暗
礁
に
乗
り
上
げ
た
第
一
次
活
字
化
の
問
題
の
最
後
の
可
能
性

は
、
既
に
逝
去
さ
れ
て
い
る
ご
子
息
、
一
樹
氏
（
信
大
医
療
短
大
退
職
）
と

な
っ
た
。
十
月
五
日
午
後
一
時
過
ぎ
、
望
月
家
の
再
訪
問
は
、
以
下
の
よ
う
に

昭
子
氏
に
よ
る
資
料
の
筆
跡
確
認
、
書
簡
に
関
す
る
質
問
の
後
、
望
月
市
恵
著

作
集
『
糸
魚
川
街
道
』（
昭
和
59
・
10
・
31
）、
望
月
市
恵
肖
像
写
真
の
紹
介
と

な
っ
た
。

１　

活
字
化
資
料
に
書
か
れ
た
書
き
込
み
文
字
の
筆
跡
は
故
一
樹
氏
の
も

の
で
は
な
く
、
心
あ
た
り
が
な
い
。

２　

資
料
「
22
」
の
手
紙
の
「
篤
」（「
厚
」
が
正
字
）
は
望
月
市
恵
の
二
男

で
、
五
十
代
前
半
に
早
逝
し
た
。

３　

仙
台
時
代
の
書
簡
が
見
当
た
ら
な
い
こ
と
に
つ
い
て
昭
子
氏
は
、
望
月

市
恵
の
妻
（
み
さ
ご
、
以
下
敬
称
略
）
の
生
前
の
言
葉
「
主
人
は
お
手
紙

を
読
む
と
、
丸
め
て
投
げ
ち
ゃ
う
。
だ
か
ら
な
い
ん
で
す
」
を
語
っ
た
。

４　

資
料
「
20
」
に
あ
る
「
信
毎
の
御
文
章
、
愉
し
く
な
つ
か
し
く
拜
読
し

て
お
り
ま
す
。
先
生
に
も
学
生
時
代
が
あ
っ
た
か
と
い
う
、
一
種
奇
妙
な

思
い
」
の
「
御
文
章
」
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、『
糸
魚
川
街
道
』
の
「
松

高
入
学
の
こ
ろ
」
と
、
古
い
ア
ル
バ
ム
の
若
い
頃
の
望
月
の
肖
像
写
真
を

紹
介
さ
れ
た
。
特
に
、
ア
ル
バ
ム
中
三
点
、「
旧
制
松
本
高
等
学
校
時
代
」

「
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
時
代
」「
旧
制
静
岡
高
等
学
校
時
代
」
に
つ
い
て

は
、
撮
影
並
び
に
本
論
考
掲
載
に
関
す
る
昭
子
氏
の
許
諾
を
得
る
こ
と
が

で
き
た
。

　
　
　
三
、
書
簡
公
開
の
方
針

１
　
書
簡
一
覧
表
の
凡
例

書
簡
一
覧
表
は
次
の
方
針
に
よ
る
。
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①　

項
目
は
「
資
料
番
号
」「
消
印
」「
宛
先
住
所
」「
宛
名
」「
差
出
人
住
所
」

「
差
出
人
」「
形
態
」「
数
量
」「
内
容
概
略
（
本
文
記
載
面
）」「
執
筆
当
時

の
主
な
出
来
事
・
状
況
（
年
齢
）」
と
し
た
。

②　
「
資
料
番
号
」
は
、
消
印
の
日
付
に
基
づ
き
、
年
代
の
古
い
順
に
筆
者
が

付
与
し
た
（
論
考
中
の
資
料
は
「
番
号
」
で
明
示
す
る
）。

③　
「
住
所
」
は
、
町
名
ま
で
を
活
字
化
し
た
。

④　

書
簡
の
「
形
態
」
は
官
製
葉
書
・
再
利
用
葉
書
・
往
復
葉
書
・
万
能
ハ

ガ
キ
・
手
紙
・
絵
葉
書
等
多
様
で
あ
る
が
、
端
的
に
分
類
整
理
し
た
。

⑤　
「
内
容
概
略
」
は
、
各
書
簡
の
主
な
要
点
を
箇
条
書
き
に
し
た
。
ま
た
、

内
容
が
裏
面
だ
け
で
は
足
り
ず
に
、
葉
書
の
裏
面
か
ら
表
面
に
移
っ
て
書

か
れ
た
も
の
が
あ
り
、
裏
面
・
表
面
を
括
弧
で
示
し
た
。

⑥　
「
執
筆
当
時
の
主
な
出
来
事
・
状
況
（
年
齢
）」
欄
に
つ
い
て
は
、
昭
和

四
十
年
か
ら
昭
和
五
十
二
年
は
、
斎
藤
国
夫
編
「
年
譜
」（『
北
杜
夫
全
集

15
』）
を
、
昭
和
五
十
三
年
以
降
は
、
図
録
「
企
画
展　

北
杜
夫
展
―
ユ
ー

モ
ア
が
あ
る
の
は
人
間
だ
け
で
す
―
」（
山
梨
県
立
文
学
館
、
平
成
28
・

9
・
17
）
を
そ
れ
ぞ
れ
参
考
に
し
た
。
ま
た
、
書
簡
が
無
い
昭
和
四
十
七

年
か
ら
昭
和
五
十
五
年
に
つ
い
て
も
主
な
出
来
事
を
昭
和
五
十
六
年
以
降

の
欄
に
加
え
、
状
況
の
推
移
を
示
し
た
。
更
に
、
書
簡
執
筆
時
の
状
況
に

は
、
杜
夫
の
躁
う
つ
の
精
神
状
態
に
つ
い
て
、
分
か
っ
て
い
る
範
囲
で
示

し
、資
料
と
照
応
し
て
書
簡
の
内
容
を
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
配
慮
し
た
。

ま
た
、
各
年
代
の
末
尾
に
は
杜
夫
の
年
齢
を
括
弧
で
示
し
た
。

２
　
書
簡
公
開
の
凡
例

書
簡
の
公
開
は
次
の
方
針
に
よ
る
。

①　

書
簡
の
公
開
は
原
則
と
し
て
表
裏
各
一
ペ
ー
ジ
と
し
、
上
段
に
書
簡
の

画
像
を
、
下
段
に
そ
の
活
字
化
内
容
を
載
せ
た
。
但
し
手
紙
の
画
像
は
一

ペ
ー
ジ
を
使
い
、
そ
の
後
に
対
応
す
る
活
字
化
の
内
容
を
載
せ
た
。

②　

書
簡
の
活
字
化
に
際
し
て
は
、
可
能
な
限
り
原
文
の
字
体
及
び
表
記
を

尊
重
し
た
。
ま
た
、
原
文
の
改
行
や
余
白
、
文
字
配
置
の
レ
イ
ア
ウ
ト
等

は
、
基
本
的
に
原
文
を
詰
め
て
活
字
化
し
た
。（
原
文
の
改
行
や
余
白
等
、

杜
夫
の
執
筆
時
の
意
識
や
息
づ
か
い
に
つ
い
て
は
画
像
資
料
参
照
。）

③　

資
料
の
書
簡
原
文
の
中
に
は
、
杜
夫
が
修
正
を
す
る
際
、
塗
り
潰
し
を

加
え
て
修
正
し
た
箇
所
が
あ
る
。
活
字
化
に
際
し
て
は
そ
の
部
分
を
網
掛

け
で
示
し
、
修
正
し
た
箇
所
を
活
字
化
し
た
。

④　

書
簡
資
料
の
中
に
は
葉
書
の
表
面
に
杜
夫
が
横
線
を
引
き
、
下
に
裏
面

本
文
の
続
き
を
記
載
し
た
資
料
が
あ
る
。
表
面
に
記
載
さ
れ
た
本
文
は
、

裏
面
か
ら
の
内
容
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
た
。

⑤　

喜
美
子
夫
人
の
書
簡
文
言
に
つ
い
て
は
、
括
弧
で
明
記
し
た
。

⑥　
「
住
所
」
は
町
名
ま
で
活
字
化
し
、
住
所
印
は
括
弧
で
明
記
し
た
。

⑦　

判
読
不
明
箇
所
に
つ
い
て
は
□
で
示
し
た
。

⑧　

ド
イ
ツ
語
単
語
等
、
説
明
が
可
能
な
内
容
は
、
文
末
に
注
を
載
せ
た
。

⑨　

資
料
「
11
」
は
消
印
が
一
部
不
明
で
あ
っ
た
が
、
葉
書
の
形
態
及
び
筆

跡
、内
容
か
ら
昭
和
四
十
四
年
十
一
月
二
十
六
日
と
し
た
。
内
容
面
で
は
、

「
09
」
は
「
ク
ラ
ウ
ス
よ
り
エ
リ
カ
の
ほ
う
が
才
女
」
と
書
か
れ
た
が
、

「
11
」
は
「
○
小
生
は
エ
リ
カ
と
呼
ん
で
い
た
が
エ
ー
リ
カ
の
よ
う
で
す
」

と
訂
正
し
、
そ
の
後
「
13
」
で
は
「
エ
ー
リ
カ
の
「
最
後
の
年
」
の
英
語

版
」
と
「
エ
ー
リ
カ
」
の
修
正
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
消
印
を
拡
大
す
る

と
月
名
は
不
明
で
あ
っ
た
が
、日
に
ち
は
微
か
に
〈
26
〉
と
確
認
で
き
た
。
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四
、
書
簡
一
覧
表

　
　

望望月月市市恵恵宛宛書書簡簡一一覧覧表表

資資料料
番番号号

消消印印 宛宛先先住住所所 宛宛名名 差差出出人人住住所所 差差出出人人 形形態態 数数量量 内内容容概概略略（（本本文文記記載載面面）） 執執筆筆当当時時のの主主なな出出来来事事・・状状況況（（年年齢齢））

01 昭和40
(1965)/11/16

千歳

長野県南安曇郡
穂髙町

望月市恵先生 世田谷区松原 斉藤　宗吉
喜美子

葉書 1通 ・望月の体調が悪いという情報に接し、心配していたが、便り
をもらって安心したこと。（杜夫）
・贈り物のことと健康への心遣い。（婦人）（裏面）

・5月、『牧神の午後』（冬樹社）刊行。カラコルム・デュラン峰登
山隊に医師として参加。
・9月、『楡家の人びと』TBSテレビドラマ化。（38歳）

02 昭和40
(1965)/12/9

千歳

長野県南安曇郡
穂髙町

望月市恵先生
奥様

東京世田谷松原 斉藤　宗吉 葉書 1通 ・望月訳『水晶・みかげ石・喬木林』を頂いたお礼と「水晶」の
思い出。健康への心遣い。
・こもりきりで不健康な上、医者を廃業した報告。（裏面）
・作家業の大変さと愚痴、ヒマラヤ長編執筆の予定、子供への
愛情、健康への心遣い。（表面）

・10月、長編『高みの見物』、『幽霊』（新潮文庫）を新潮社より
刊行。
・年末に斎藤神経科医院での定期診察をやめ、文筆業に専念
するようになる。（38歳）

03 昭和42
(1967)/3/26

千歳

長野県南安曇郡
穂髙町

望月市恵先生 東京都世田ケ谷区
松原　（住所印）

斉藤　宗吉 葉書 1通 ・2月に尻のデキモノを手術した報告。
・マンボウ青春記の執筆に向け、松本時代追憶のこと。
・ドイツ語の「ゾンネン」の文法的活用についての質問。健康の
気遣い。（裏面）
・「眞夜中にベッドに坐ってパンを囓ったものでなければ人生
の悩みはわからぬ」の意味。（表面）

・1月、左尻に腫瘍ができたため、前田外科に入院し手術を受
ける。
・3月、かつて小学校の頃江戸川乱歩の「怪盗二十面相」シ
リーズを夢中になって読んだ趣味から、連作長編『怪盗ジバ
コ』を執筆し、文藝春秋社より刊行。（40歳）

04 昭和42
(1967)/4/2

千歳

長野県南安曇郡
穂髙町

望月市恵先生 東京都世田ケ谷区
松原　（住所印）

斉藤　宗吉 葉書 1通 ・手紙のお礼、松本高校当時、センチメンタルであったことを思
いだし、文学的才能がないと判明。
・中年になっての堕落。健康、奥様への心遣い。（裏面）

・4月、浅田飴のテレビ・コマーシャルに出演する。（40歳）

05 昭和44
(1969)/10/18

千歳

長野県南安曇郡
穂髙町

望月市恵先生
御机下

東京世田谷松原 斉藤　宗吉 葉書 1通 ・マニーで発狂状態の真夜中、飲酒し『ブッデンブローク家の
人びと』を読んだ感想、苦言。
・実吉捷郎の「ヴェニス」「ブデンブロオク」についての批評。
・辻邦生とヨーロッパ旅行の様子。（裏面）
・翻訳でマンを読めたと錯覚したこと等。（表面）

06 昭和44
(1969)/10/31

千歳

長野県南安曇郡
穂髙町 望月市恵

もち　

先生
御机下

東京都世田ケ谷区
松原　（住所印）

斉藤　宗吉 葉書 1通 ・ヤップ島へ行き下痢と痔でフラフラで帰国したこと。
・『ブッデンブローク家の人びと』の冒頭の解釈。
・マニーで仕事が進まないこと。
・辻邦生とチロルへ行ったときのこと。（裏面）

07 昭和44
(1969)/11/6
千歳　速達
（44/11/7
長野穂高）

アズミ 望月市恵先生 東京世田谷松原 斉藤　宗吉 葉書 1通 ・「ファウスト博士」誕生成立に関連して、「ゲーテ」とはどのよう
な意味があるかの質問。
・速達での返事を依頼。
・夜半、飲酒にて乱筆のこと。（裏面）

08 昭和44
(1969)/11/6

千歳

あずみ 望月市恵先生 世田ケ谷松原 斉藤　宗吉 葉書 1通 ・『ブッデンブローク家の人びと』中巻の感想。
・頭をぶつけた夜、「怪人マブゼ博士」（テレビ映画）を見て発
狂中は「ドクトール・マブゼ」と名乗ることにしたこと。
・「怖るべき狂人」のドイツ語について。（裏面）

09 昭和44
(1969)/11/17

千歳

あずみ

望月
もちづき

市恵先生
世田ケ谷松原 斉藤　宗吉 葉書 1通 ・『トニオ・クレーガー』の翻訳、望月訳についての感想。

・大山定一の『マルテの手記』翻訳の感想。（裏面）
・トーマス・マンのフランス語力についての質問。
・「クラウスよりもエリカ」の方が才女と思う。（表面）

10 昭和44
(1969)/11/21

千歳

長野県南安曇郡
穂髙町

望月市恵先生 十一月十九日夜半
世田谷区松原

斉藤　宗吉 葉書 1通 ・『ブッデンブローク家の人びと』の下巻を拝受し、訳者望月の
「解説」末尾に「斎藤宗吉さん（北杜夫さん）」と名前を出して頂
いたことについて恐縮しながらの感想。
・辻邦生とマンについて対談したことの報告、感想。
・ドイツ語ができないのは秘密にしてほしいこと。（裏面）

長野縣
ノケン

、南

安曇
あずみ

郡、穂高
ほたか

町

12 昭和44
(1969)/12/2

千歳

長野県南安曇郡
穂高町

望月市恵先生 無し 無し 葉書
（余り葉
書の再
利用）

1通 ・望月の返事への謝辞。
・「ソウ病（末期でヘトヘト）の最後の気力で「最後の年」半分」
読んだが、ドイツ語で分からないところがあり、ますます絶望。
（署名「斉藤宗吉」）（裏面）

13 昭和44
(1969)/12/3

千歳

長野県南安曇郡
穂高町

望月市恵先生 無し 無し 葉書
（余り葉
書の再
利用）

1通 ・「エーリカの「最後の年」の英語版は三年後」のこと。
・リンゴを頂いたことへの謝辞と放念について。
・「ウツ病になりかかった」状態のこと。（裏面）

14 昭和45
(1970)/6/25

千歳

長野県南安曇郡
穂髙町

望月市恵先生 東京世田谷松原 斉藤　宗吉 葉書
（往復
葉書の
返信）

1通 ・無沙汰していたこと。
・「一月中旬よりウツがひどく」夫婦げんかをしていたこと。
・現在は鬱から脱して万事無事な状態。
・新潮社にあずけた「ワイマールのロッテ」のこと。（裏面）

・3月7日、紀伊国屋ホールにて樹座第三回公演「夏の夜の
夢」に蛾の妖精役で出演。この年の前半は重い鬱、6月に躁に
転じＮＡＳＡに抗議文を送り、ＮＡＳＡ広報課マイケル・コリンズ
と面会。（43歳）

15 昭和46
(1971)/1/6

千歳

長野県南安曇郡
穂髙町

望月市恵先生
御奥様

無し 無し 葉書 1通 ・賀正、新年の挨拶（文面は喜美子の筆跡）。
・斉藤宗吉、喜美子の連著。（裏面）

・3月14日、紀伊国屋ホールにて樹座第四回公演オペレッタ
「白波子守唄」にギター易者役で出演。
・4月上旬「現代日本文学」の取材で広島へ。（44歳）

16
手紙
1・2

昭和56
(1981)/6/8

 （消印切除）

〒399－83
南安曇郡穂髙町
（筆跡喜美子）

望月市恵先生
御奥様

世田谷区松原
（六月八日）

斉藤　宗吉
喜美子

手紙 1通
（杜夫・
喜美子
各2枚）

杜夫手紙（1）（2）
・去年来の躁が3月で終わり、再びブラジルへ行こうと引き受
けた連載が残り6誌、鬱の薬を飲んで青息吐息の生活。
・ブラジル移民の第一部を書き上げ、雑文も書くが、自分の特
徴の一つと恥じてはいないこと。
・『楡家の人びと』は自信のある代表作と思うが、漱石のように
前期の作品が好まれるかもしれないこと。
・ＮＨＫの思誠寮取材、「斎藤憂行麻布中」放映について。

16
手紙
3・4

喜美子手紙（3）（4）
・大学１年になった娘由香と残念ながら夜帰京したこと。
・上高地行で20年前の初めての訪問時を懐古すること。
・娘と一緒に再び訪問し、登山を心待ちにしていること。

17 　昭和56
　(1981)/12/4

　千歳

長野県南安曇郡
穂高町

望月市恵先生
御机下

〒156
東京都世田谷区
松原（活版印刷）

斉藤　宗吉
（裏面）

万能
ハガキ
（臥床
中）

1通 ・「寒中お見舞」「一層の御健勝をお祈り致します」に○。
・「信州の味」を送って頂いた礼のことば。
・鬱であったが、「母がフランスの新幹線に乗りたいと云いだ
し、伴をして昨夜帰国した」こと。（裏面）

18
手紙

　昭和57
　(1982)/11/6

　千歳

〒399－83
長野県南安曇郡
穂髙町

望月市恵先生 〒156
世田谷区松原

斉藤　宗吉 手紙 1通
（1枚）

・「ヨゼフとその兄弟」が「陽の目を見ることになったこと」（出版
決定）への喜びが鬱で遅れたことの詫び。
・望月と小塩の共訳にするか否かの意見と見通し。
・健康への心遣いと自身の鬱への心配不要について。
・小塩との相談内容について十日過ぎに報告すること。

19 　昭和57
(1982)/12/11

　千歳

〒399－83
長野県南安曇郡
穂髙町

望月市恵先生
御机下

〒156
東京都世田谷区
松原（活版印刷）

斉藤　宗吉 万能
ハガキ
（臥床
中）

1通 ・「寒中お見舞」「一層の御健勝をお祈り致します」に○。
・「信州の味」を再度送って頂いた礼のことば。
・鬱が少し回復し「来年二月号からブラジル移民の小説の二
部」を始めるが、一年ぶりで文章の書き方を忘れたこと。
・「マスの甘露煮」の礼と今後の放念について。（裏面）

20 　昭和57
(1982)/12/20

　千歳

長野県南安曇郡
穂髙町

望月市恵先生 〒156
東京都世田谷区
松原（活版印刷）

斉藤　宗吉 万能
ハガキ
（臥床
中）

1通 ・「寒中お見舞」「一層の御健勝をお祈り致します」に○。
・信濃毎日新聞を「愉しくなつかしく拜読」していること。
・「先生にも学生時代があったかという」奇妙な思い。
・健康への心遣い。（裏面）

21 　昭和59
　(1984)/1/10

　千歳

〒399－83
長野県南安曇郡
穂髙町

望月市恵先生
御奥様

〒156
東京都世田谷区
松原（活版印刷）

斉藤　宗吉 万能
ハガキ
（臥床
中）

1通 ・「寒中お見舞」「一層の御健勝をお祈り致します」に○。
・「好物の甘露煮」を送って頂いた礼のことば。
・眠剤を禁じられてよく眠れないこと。
・健康への心遣い。（裏面）

22
手紙

　昭和59
　(1984)/3/24

　千歳

〒399－83
長野県南安曇郡
穂髙町

望月市恵先生
御机下

〒156
東京世田谷区松原

斉藤　宗吉 手紙 1通
（2枚）

手紙（1）（2）
・体調を崩して手紙の返事が遅れたことへの詫び。
・親しいフランス文学者が若くして亡くなった時の母親の悲しみ
や自身の母のこのごろの言葉に触れながら、望月の二男（篤・
ママ）の早逝を悼み、眠剤を禁じられて眠れず旨く書けないこ
と。
・妻子共々に健康への心遣い。

23 　昭和60
　(1985)/5/24

　千歳

〒399－83
長野県南安曇郡
穂髙町

望月市恵先生
御机下

〠156
東京都世田谷区
松原

斉藤　宗吉 パンダ
の絵葉

書

1通 ・「御自愛のほど祈り申しあげます。」（活字）
・『ヨゼフとその兄弟』を頂いたこと、出版を喜び祝う言葉。
・アルコールと眠剤を制限されよく眠れない状況。
・来月「ブラジル移民の小説」が終わったら訪ねたい。（裏面）

・夏、軽井沢で躁状態。長年応援してきた球団阪神タイガース
が21年ぶりに優勝。
・「サンデー毎日」に「狂気そしてトボトボと二十一年」を寄稿。
（58歳）

昭和58年
・10月、家で倒れ短時間意識を失う。病院で検査を受け、節
酒、節煙、減睡眠薬に努める。（56歳）
昭和59年
・6月、デニス・キーンによる英訳『楡家の人びと』（第一巻）が
出版。アメリカの新聞・雑誌の書評で高い評価を得る。
・12月16日、母輝子死去。（57歳）

望月市恵
もちづきいちえ　

先生
昭和44

(1969)/11/26
千歳

（一部不明）

11

・1月、「三田文学」が北杜夫特集をおこなう。
・2月、「どくとるマンボウ青春記」により、第七回婦人公論読者
賞を受賞する。
・3月、紀伊国屋ホールにおける、遠藤周作主宰の素人劇団
「樹座」の第2回公演「ハムレット」に四人の主役の一人として
出演。（前年の第一回公演を見てうらやましくなり、入座した。）
・5月中旬、学研の「現代日本の文学」の取材で松山、熊本を
旅行する。
・5月、筑摩書房より刊行された「現代漫画」の編者となる。
・6月、虫プロダクションのアニメラマ「千夜一夜物語」の構成に
協力し、野次馬役で声の出演をする。
・7月、アポロ11号取材のため、朝日新聞社よりアメリカに派遣
される。出発前から躁になり、かぐや姫の子孫と称して金を稼
ぐ月乞食を思いつき、和服・筆・矢立・短冊・パンフレット等をそ
ろえる。ニューヨークのタイム・ライフ社前等で試みるも失敗す
る。
・7月16日、ケープ・ケネディーに行き、アポロ11号の打ち上げ
を見て「朝日新聞」に感想を発表する。ＮＡＳＡ施設でも月乞食
を試みるが職員に追い払われる。ヒューストンを経てニュー
ヨークに戻る。
・7月26日、熊坂順彦とニューヨークを発ちロンドンへ行き、ピカ
デリー・サーカス広場やマダム・タッソーの蝋人形館などを見
る。
・7月30日、特急列車でパリへ行き、辻邦生と合流しチューリッ
ヒへ行き、念願だったトーマス・マンの墓に詣でる。
・8月3日、インスブルックに行き、チロルの山に登る。その後
ヨーロッパを汽車旅行し、コペンハーゲンに出て、8月中旬、躁
状態で帰国。
・9月、新潮社より大人の童話シリーズ第一作『さびしい王様』
を刊行。学習研究社より刊行された「現代日本の文学」の編集
委員を務める。
・10月、雑誌「太陽」の取材でヤップ島、グァム島を旅行。
・10月26日、ＮＨＫＦＭで放送された芸術祭参加の立体音楽作
品「最高峰」の脚本を書く。
・11月、中央公論社より『星のない街路』（短編集）刊行。
・7月からの躁状態が続き、ドクトル・マブゼを名乗ったり、秘書
を雇ったりする。自作の歌をテープに吹き込み、レコードを作ろ
うとした。日本文芸家協会理事やキアラの会などを辞めてしま
う。
・年末にかけて、躁状態が次第におさまる。
・12月、「文芸首都」が終刊される。
（42歳）

昭和47年
・10月、『幽霊』第二部の取材を兼ねて辻邦生とドイツ、デン
マークを旅行。（45歳）
昭和48年
・6月、妻とドイツ、オランダを旅行し、西洋を取材。（46歳）
昭和49年
・1月、『幽霊』の続編「木精」を「新潮」に連載開始。秋からネス
カフェ・ゴールド・ブレンドのテレビＣＭに出演。（47歳）
昭和50年
・2月、遠藤周作、阿川弘之とヨーロッパへ旅行。（48歳）
昭和51年
・新潮社より『北杜夫全集』（全15巻）の刊行が始まる。6年ぶり
の躁状態。次第に株に熱中、大損害を被る。（49歳）
昭和52年
・9月、南米移民の小説の取材のため、ブラジルに旅行。講談
社漫画賞の選考委員となる（1991年迄）。（50歳）
昭和53年
・3月、阿川弘之、母と共にクイーン・エリザベスⅡ号に乗りハ
ワイまで航海。（51歳）
昭和54年
・5月、「輝ける碧き空の下で」を「新潮」に連載開始。
・野性時代新人文学賞審査員となる（1982年迄）。（52歳）
昭和55年
・夏より躁状態。自宅を「マンボウ・リューベック・セタガヤ・マブ
ゼ共和国」とし、主席を名乗る。（53歳）
昭和56年
・1月、国旗と国歌を作って独立を宣言。
・2月、マンボウ・マブゼ共和国「文華の日」開催。（５４歳）
昭和57年
・4月、母と妻、娘とともにタイに旅行。（55歳）

・マンの長女は「エリカと呼んでいたがエーリカ」らしいこと。
・『ブッデンブローク家の人びと』のハンノの呼び方について。
・エーリカの「最後の年」を読んでないが近々秘書（外報部）に
読んでもらう予定、ドイツ語はあきらめたこと。（裏面）
・ボッカチオの「ツー・トマス・マス」を読んでもらったらよい論文
でアメリカ人を見直しマンの善良さを感じたこと。
・「そう病末的」ヘトヘトな状態であること。（表面）

1通葉書斉藤　宗吉ＴＯＫＹＯ
世田谷松原

長野県南安曇郡
穂髙町

長野県南安曇郡
穂髙町

長野県南安曇郡
穂髙町
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五
、
書
簡
公
開

　
　
　

０
１
表　
　

昭
和
４
０
／
１
１
／
１
６　

消
印　

千
歳

長
野
県
南
安
曇
郡

穂
髙
町

望
月
市
恵
先
生

世
田
谷
区
松
原

斉
藤
宗
吉

喜
美
子
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０
１
裏

御
無
沙
汰
致
し
ま
し
た
。先
生
が
お
わ
る
い
と
い
う
■
怪
情
報
が
な
が
れ
、

心
配
し
て
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、お
便
り
を
頂
い
て
ホ
ッ
と
致
し
ま
し
た
。

信
州
は
も
う
寒
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
く
れ
ぐ
れ
も
お
大
切
に
な
さ
っ
て
下

さ
い
。
小
生
も
め
っ
き
り
お
と
ろ
え
て
き
て
、
一
寸
の
む
と
、
す
ぐ
二
日

酔
を
し
ま
す
。
ソ
ー
セ
ー
ジ
少
々
お
送
り
し
ま
す
。
奥
さ
ま
に
も
ど
う
か

宜
し
く
。
乱
筆
に
て

（
■
杜
夫
の
塗
り
潰
し
）

前
々
か
ら
何
か
美
味
し
い
も
の
で
も
、
と
思
い
つ
ゝ
仲
々
お
送
り
出
来
ま

せ
ん
で
し
た
が
今
日
サ
ラ
ミ
等
少
し
入
手
致
し
ま
し
た
。
→
お
気
に
召
し

ま
し
た
ら
嬉
し
ゅ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
先
生
奥
様
と
も
呉
々
も
お
大
切
に
な

さ
っ
て
下
さ
い
ま
せ
。　
　
　

喜
美
子

（
余
白
に
喜
美
子
（
以
下
、
敬
称
略
）
の
添
え
書
き
。）
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０
２
表　
　

昭
和
４
０
／
１
２
／
９　

消
印　

千
歳

長
野
県
南
安
曇
郡

穂
髙
町

望
月
市
恵
先
生

奥
様

東
京
世
田
谷
松
原

斉
藤
宗
吉

の
こ
ろ
は
書
く
の
が
愉
し
み
で
し
た
が
、
商
賣
と
な
る
と
段
々
し
ん
ど
く

な
り
、
原
稿
紙
に
む
か
う
の
が
イ
ヤ
で
イ
ヤ
で
た
ま
ら
ぬ
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
来
年
は
少
し
が
ん
ば
っ
て
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
山
の
長（

１
）篇

を
書
下
ろ
し
で

や
る
予
定
で
す
。
子
供
（
三
才
半
）
だ
け
が
か
わ
い
く
、
孫
に
対
す
る
心

境
で
す
。
で
は
、
く
れ
ぐ
れ
も
お
体
お
大
切
に
な
さ
っ
て
下
さ
い
。
又

（
裏
面
か
ら
本
文
を
書
き
出
し
、表
面
下
段
に
横
線
を
引
き
追
加
記
入
す
。）
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０
２
裏

先
日
は
御

（
２
）本

を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
水
晶
は
教
科
書
と
し
て

習
っ
た
の
に
未
だ
に
魅
惑
的
で
ふ
し
ぎ
な
小
説
で
す
。あ
の
こ
ろ
、小
生
が

あ
て
ら
れ
る
番
の
日
に
、七
五
調
に
訳
し
て
待
っ
て
い
た
ら
当
て
ら
れ
ず
、

残
念
だ
っ
た
記（

３
）憶

が
あ
り
ま
す
。
今
日
、
奥
さ
ま
よ
り
お
便
り
を
頂
き
、

お
元
気
の
由
で
安
心
致
し
ま
し
た
。
東
京
は
昨
日
よ
り
寒
波
き
て
、
信
州

は
寒
い
だ
ろ
う
と
想
像
し
て
お
り
ま
す
。
小
生
、
用
が
な
い
か
ぎ
り
、
こ

も
り
き
り
で
不
健
康
の
限
り
で
す
。
体
力
が
衰
え
て
き
て
、
医
者
と
両
立

で
き
な
く
な
り
、
先
だ
っ
て
、
つ
い
に
医
者
を
廃（

４
）業

し
ま
し
た
。
と
い
っ

て
、
書
く
ほ
う
も
、
同
人
誌

（
０
２
表
へ
）
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０
３
表　

昭
和
４
２
／
３
／
２
６　

消
印　

千
歳

長
野
県
南
安
曇
郡

穂
髙
町

望
月
市
恵
先
生

東
京
都
世
田
ケ
谷
区
松
原　
（
住
所
印
）

斉
藤
宗
吉

そ
れ
か
ら
、
眞
夜
中
に
ベ
ッ
ド
に
坐
っ
て
パ
ン
を
噛
っ
た
者
で
な
け
れ
ば

人
生
の
悩
み
は
わ
か
ら
ぬ
と
か
い
う
文
句
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
こ

れ
は
正
確
に
は
ど
う
い
う
の
で
し
ょ
う
か
。
日
本
語
で
け
っ
こ
う
で
す
。

ど
う
も
申
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

（
裏
面
か
ら
本
文
を
書
き
出
し
、表
面
下
段
に
横
線
を
引
き
追
加
記
入
す
。）
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０
３
裏

御
無
沙
汰
し
て
お
り
ま
す
が
、
お
変
り
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。
小

生
、
二
月
に
尻
の
デ
キ
モ
ノ
を
入
院
手
術
し
ま
し
た
が
、
ガ
ン
と
思
っ
た

の
が
そ
う
で
な
く
、
も
う
少
し
生
き
ら
れ
そ
う
で
す
。
今
年
は
、
マ
ン
ボ

ウ
青
春
記
と
い
う
の
を
書
く
こ
と
に
な
り
、
松
髙
時
代
の
こ
と
も
思
い
だ

さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
で
、
例
の
ゾ
ン
ネ
ン
・
パ
ル
タ（

５
）イ

の
こ
と

で
す
が
、
文
法
的
に
な
ん
の
四？

格
で
ゾ
ン
ネ
ン
と
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

お
教
え
下
さ
い
。

ど
う
も
早
く
も
頭
ボ
ケ
、
こ
の
ま
ま
で
は
ど
う
な
る
か
と
思
い
ま
す
。
奥

さ
ま
に
も
宜
し
く
お
伝
え
下
さ
い
。
お
体
く
れ
ぐ
れ
も
お
大
切
に
。

（
０
３
表
へ
）
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０
４
表　

昭
和
４
２
／
４
／
２　

消
印　

千
歳

長
野
県
南
安
曇
郡

穂
髙
町

望
月
市
恵
先
生

東
京
都
世
田
ケ
谷
区
松
原　
（
住
所
印
）

斉
藤
宗
吉
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０
４
裏

御
丁
寧
に
長
い
お
手
紙
を
頂
き
ま
し
て
、
た
い
へ
ん
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
昔
の
こ
と
を
思
い
だ
す
べ
く
、
日
記
、
友
人
■
へ
の
手
紙
な
ど
集
め

よ
み
ま
し
た
と
こ
ろ
、
当
時
、
小
生
は
女
学
生
よ
り
も
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル

で
、か
つ
文
学
的
才
能
ま
っ
た
く
な
き
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

い
か
に
信
州
の
大
気
に
憧
れ
求
め
て
い
た
か
が
わ
か
り
、
も
は
や
中
年
の

私
が
い
か
に
ダ
ラ
ク
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。
く
れ

ぐ
れ
も
お
大
切
に
な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
。
奥
さ
ま
に
も
な
に
と
ぞ
よ
ろ
し

く
お
伝
え
下
さ
い
。
草
々

（
■
杜
夫
の
塗
り
潰
し
）
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０
５
表　

昭
和
４
４
／
１
０
／
１
８　

消
印　

千
歳

長
野
県
南
安
雲
（
マ
マ
）
郡

穂
髙
町

望
月
市
恵
先
生

御
机
下

東
京
世
田
谷
松
原

斉
藤
宗
吉

（
カ
ッ
ツ
ェ
ン
ヤ
ン
ス
ー
→
□
□
□
ト
ラ
ン
ク
□
□
□
タ
ワ
ゴ
ト
）

言
葉
、
つ
ま
り
語
尾
ヘ
ン
カ
も
へ
っ
た
く
れ
も
な
い
の
で
す
。
し
か
し
、

そ
の
方
が
小
生
の
ハ
チ
オ
ン
で
は
身
ぶ
り
を
入
れ
て
通
じ
ま
す
。
し
か

し
、
愚
生
は
も
う
日
本
語
も
ダ
メ
で
、
ま
し
て
外
国
語
や
め
ま
し
た
。
マ

ン
の
ブ
リ
ー
フ（

６
）ェ

な
ん
て
ち
っ
と
も
よ
め
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
愚
生
が
マ
ン

の
も
の
よ
ん
だ
よ
う
に
サ
ッ
カ
ク
し
た
の
は
、
ホ
ン
ヤ
ク
で
ほ
と
ん
ど
ア

ン
キ
し
て
た
か
ら
よ
め
る
よ
う
に
サ
ッ
カ
ク
し
た
の
で
、
ド
イ
ツ
語
な
ん

て
愚
生
に
わ
か
ろ
う
は
ず
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
日
本
語
に
対
し
て
は

ま
だ
グ
ロ
ー
セ
ン
、
ヴ
ァ
ー（

７
）ン

を
抱
い
て
ま
す
。
い
ま
、
発
狂
状
態
で
す

が
、
い
ず
れ
ウ
ツ
病
に
な
っ
た
ら
、
先
生
の
あ
と
の
訳
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て

又
ブ
レ
イ
な
手
紙
か
き
ま
す
。
で
も
、
ほ
ん
と
い
う
と
、
先
生
に
習
っ
て

ド
イ
ツ
語
ち
っ
と
も
覚
え
な
か
っ
た
こ
と
に
小
生
は
プ
ラ
イ
ド
を
抱
い
て

い
ま
す
。
こ
ん
な
バ
カ
、
ほ
か
に
反
比
例
し
て
能
力
を
も
つ
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。（
マ
ニ（

８
）ー

で
発
狂
中
の
■
先
生
の
小
さ
な
教
え
子
）

（
■
杜
夫
の
塗
り
潰
し
）

（
裏
面
か
ら
本
文
を
書
き
出
し
、表
面
下
段
に
横
線
を
引
き
追
加
記
入
す
。）
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０
５
裏

前
略
。
愚
生
は
今
又
マ
ニ
ー
で
発
狂
状
態
で
す
の
で
、
先
生
の
ブ
ッ
デ
ン

ブ
ロ
オ
ク
ス
の
お
訳
、
■
マ
ヨ
中
、
酒
の
ん
で
（
肝
臓
わ
る
い
の
で
医
者

か
ら
禁
じ
ら
れ
て
ま
す
）
チ
ラ
ホ
ラ
拜
見
し
て
い
ま
し
て
、（
本
当
は
私
の

好
き
な
二
部
三
部
を
よ
み
た
い
の
で
す
が
）
お
見
事
な
お
訳
も
十
分
に
わ

か
る
の
で
す
が
、
今
夜
は
酔
っ
て
あ
え
て
苦
言
を
呈
し
ま
す
。
先
生
は
ド

イ
ツ
語
が
で
き
す
ぎ
る
た
め
、
あ
ま
り
に
原
文
に
忠
実
す
ぎ
ま
す
。
冒
頭

の
ヴ
ァ
ス
イ
ス
ト
ダ
ス
も
固
す
ぎ
ま
す
し
、
10
ペ
ー
ジ
、
そ
し
て
、「
急
に

滑
り
始
め
」
も
、
原
文
そ
の
ま
ま
で
す
。
こ
れ
は
あ
と
で
わ
か
る
の
で
す

が
、
私
で
し
た
ら
、
こ
こ
は
「
そ
し
て
、
彼
女
の
舌
は
急
に
滑
り
始
め
」

と
い
う
原
文
に
な
い
文
句
を
加
え
ま
す
。
日
本
文
で
わ
か
り
易
い
の
が
ホ

ン
ヤ
ク
と
い
う
も
の
で
す
。（
今
、発
狂
状
態
で
す
の
で
ゴ
ブ
レ
イ
お
許
し

下
さ
い
）（
そ
の
他
、見
事
な
お
訳
は
全
部
チ
ェ
ッ
ク
し
て
な
い
が
十
二
分

に
わ
か
り
ま
す
）。
実
吉
氏
の
「
ヴ
ェ
ニ
ス
」
は
最
高
の
訳
で
す
が
、今
の

若
人
に
は
漢
字
多
す
ぎ
ま
す
。
し
か
し
、
彼
の
「
ブ
デ
ン
ブ
ロ
オ
ク
」
は

成
（
マ
マ
）
確
訳
か
ら
ム
リ
に
は
な
れ
よ
う
と
し
て
、
失
敗
と
小
生
は
思

い
ま
す
。（
形
容
詞
■
フ
ク
シ
、
な
ど
、
ム
リ
に
離
れ
よ
う
と
し
て
ま
す
）

い
い
日
本
語
は
堂
々
と
盗
め
。
こ
れ
が
■
文
学
の
本
質
と
思
い
ま
す
。
先

生
は
ド
イ
ツ
語
が
で
き
す
ぎ
る
の
が
缺
点
で
す
。（
こ
の
ま（

９
）え

、辻
と
ス
イ

ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
（
マ
マ
）
リ
ヤ
の
ド
イ
ツ
語
ケ
ン
ナ
イ
に
は
い
っ
た
と

き
、
ア
フ
タ
ー
ス
リ
ー
デ
イ
ズ
」
の
ア
フ
タ
ー
が
ド
イ
ツ
語
で
出
て
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
辻
の
バ
カ
、
そ
の
前
に
ド
イ
ツ
を
二
週
間
旅
し
て
、
そ
れ

が
出
て
こ
な
か
っ
た
の
で
す
。
ナ
ッ
ハ
ま
で
出
て
こ
な
く
て
と
は
こ
れ
は

シ
ュ
バ
ッ
ハ
ジ

（
（1
（

ン
で
す
。
し
か
し
、
何
日
か
チ
ロ
ル
に
い
た
ら
、
小
生
、

文
法
ム
シ
し
て
女
の
子
に
話
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。（
こ
れ
、ス
ゴ
イ

（
■
杜
夫
の
塗
り
潰
し
）（
０
５
表
へ
）
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０
６
表　

昭
和
４
４
／
１
０
／
３
１　

消
印　

千
歳

長
野
県
南
安
曇
郡

穂
髙
町

望も
ち

月
市
恵
先
生

御
机
下

東
京
都
世
田
ケ
谷
区
松
原　
（
住
所
印
）

斉
藤
宗
吉
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０
６
裏

拜
復
、ヤ
ッ
プ

（
（1
（

島
へ
ゆ
き
、ゲ
リ
と
ジ
の
出
血
で
フ
ラ
〳
〵
と
な
っ
て
帰
っ

て
き
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
領
時
代
の
ド
イ
ツ
語
を
し
ゃ
べ
る
現
地
人
も
い
ま

し
た
。「
ブ
ッ
デ
ン
」
の
冒
頭
の

（
（1
（

句
、
教
理
問
答
と
は
知
ら
ず
、
ま
こ
と
に

恥
じ
い
り
ま
す
。
申
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、
日
本
の
読
者
も
そ
こ
ま

で
わ
か
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
中
巻
も
頂
き
、
だ
ん
〳
〵
と
小
生
の
好
き
な

と
こ
ろ
が
多
く
な
り
ま
す
か
ら
、
い
ず
れ
ゆ
っ
く
り
拜
読
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
ま
だ
マ
ニ
ー
で
（
体
は
へ
ば
っ
て
ま
す
が
）
い
ろ
い
ろ
ガ
シ
ャ
〳
〵

と
ヤ
っ
て
、
カ
ン
ジ
ン
の
仕
事
ち
っ
と
も
し
ま
せ
ん
。
小
生
、
ド
イ
ツ
語

ま
っ
た
く
よ
め
な
い
こ
と
発
見
し
、ガ
ッ
ク
リ
き
ま
し
た
。
こ
の
夏
、辻
と

チ
ロ
ル
へ
行
っ
た

（
（1
（

ら
、
ア
フ
タ
ー
の
ナ
ッ
ハ
が
二
人
と
も
出
て
こ
ず
、
こ

れ
に
は
参
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
オ
ー
ス
ト
リ
ヤ
領
の
グ
リ
ュ
ー
ス
ゴ
ッ

ド
と
い
う
ア
イ
サ
ツ
は
と
て
も
気
に
入
り
ま
し
た
。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
は
も

う
ト
ゲ
〳
〵
し
い
感
じ
で
す
。
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０
７
表　

昭
和
４
４
／
１
１
／
６　

消
印　

千
歳　

速
達

　
　
　
　
　
　
　
　

  （
４
４
／
１
１
／
７　

消
印　

長
野
穂
高
） 

長
野
県
南
安ア

ズ
ミ雲

（
マ
マ
）
郡

穂
髙
町

望
月
市
恵
先
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　

速
達

東
京
世
田
谷
松
原　

斉
藤
宗
吉



リルケと北杜夫　其の三  ――  望月市恵宛、齋藤宗吉未公開書簡 ――77

　
　
　

０
７
裏

○
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
博
士
」
誕
生
成
立
）
の
中
に
（
佐
藤
晃
一
訳　

新
潮
社
）

P90
「
ゲ
エ
テ

（
（1
（

」
と
は
注
ぎ
出
る
人
、
生
み
だ
す
人
、
種
馬
（
ウ
マ
）、
雄
と

い
う
意
味
と
教
え
ら
れ
た
ニ
ィ
チ
ェ
が
、
ま
る
で
新
入
生
よ
ろ
し
く
の
感

激
ぶ
り
、
―
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ゲ
ー
テ
と
は
そ
う
い
う
意
あ
る
の
で
す

か
。
そ
れ
は
何
語
で
し
ょ
う
か
。
御
存
知
で
し
た
ら
速
達
で
御
返
事
下
さ

い
。（
あ
と
、も
う
一
つ
の
ハ
ガ
キ
は
（
も
っ
と
ま
っ
と
う
な
）
は
普
通
便

で
ゆ
き
ま
す
。
夜
半
、
の
ん
で
乱
筆
に
て
）
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０
８
表　

昭
和
４
４
／
１
１
／
６　

消
印　

千
歳

長
野
県
南
安あ

ず
み曇

郡
穂
髙
町

望
月
市
恵
先
生

世
田
谷
松
原　

斉
藤
宗
吉
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０
８
裏

前
略
○
「
ブ
ッ
デ
ン
ブ
ロ
オ
ク
ス
」
中

（
（1
（

巻
御
訳
あ
ち
こ
ち
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

拜
見
。
現
代
に
ふ
さ
わ
し
い
く
だ
け
た
訳
で
、
会
話
な
ど
さ
す
が
望
月
先

生
と
思
う
と
こ
ろ
ご
ざ
い
ま
し
た
。
た
だ
、
ま
だ
マ
ニ
ー
で
丁
寧
に
拜
読

で
き
ま
せ
ん
。
○
先
日
、
頭
を
ガ
ツ
ー
ン
と
ぶ
つ
け
、
そ
の
夜
、
怪
人
マ

ブ
ゼ
博
士
（
怖
る
べ
き
狂
人
）
と
い
う
テ
レ
ビ
の
映
画
を
見
た
ら
、
す
っ

か
り
気
に
入
り
、
調
べ
た
ら
な
ん
と
か
い
う
カ
ン
ト
ク
の
古
典
（
は
じ
め

は
無
声
の
ち
に
ト
ー
キ
ー
）
で
、
小
生
の
発
狂
中
は
ド
ク
ト
ー
ル
・
マ
ブ

ゼ
と
名
乗
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
■
原
題
がdoctor m

abuse, 

der Spieler

な
の
で
「
怖
る
べ
き
狂
人
」
は
日
本
で
勝
手
に
つ
け
た
と
思

わ
れ
ま
す
。
で
こ
の
訳
をder fürchterlicher W

ahnsin

■nige

と
小
生

が
作
り
ま
し
た
。
な
る
た
け
も
の
も
の
し
く
し
た
つ
も
り
で
す
が
、
こ
の

ド
イ
ツ
語
は
へ
ん
で
し
ょ
う
か
。
な
に
し
ろ
ど
く
と
る
マ
ン
ボ
ウ
を
こ
う

改
稱
と
応
接
間
に
貼
り
だ
し

（
（1
（

た
の
で
、
間
違
っ
て
た
り
へ
ん
だ
っ
た
り
し

た
ら
御
教
示
願
い
ま
す
。
草
々

（
■
杜
夫
の
塗
り
潰
し
）
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０
９
表　

昭
和
４
４
／
１
１
／
１
７ 

消
印　

千
歳

長
野
県
南
安あ

ず
み曇

郡

穂
高
町

望も
ち
づ
き月

市
恵
先
生

　
　
　
　

②　

世
田
谷
区
松
原　

斉
藤
宗
吉

一
般
読
者
に
は
方
言
■
使
っ
た
ろ
う
し
、
ザ
ク
セ
ン
な
ま
り
を
ト
ー
ホ
ク

ベ
ン
に
す
る
よ
う
な
も
の
。
ね
ー
ん
げ
ん
的
個
人
用
語
は
先
生
う
ま
い
！

マ
ン
は
フ
ラ
ン
ス
語
ど
の
く
ら
い
で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。
英
訳
本
は
揃

え
ま
し
た
。「
選
ば
れ
た
人
」
が
「
聖
な
る
□
ひ
と
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
番
下
の
□
の
「
□
□
□
□
□
□
□
」
と
い
う
本
で
は
、
そ
の
□
□
も
わ

か
ら
な
い
。
な
ん
と
い
う
意
で
す
か
。
ク
ラ
ウ
ス
よ
り
も
エ
リ
カ
の
ほ
う

が
才
女
と
思
わ
れ
ま
す
。
レ
イ
ラ
ゾ
マ
ー
は
い
い
も
の
で
す
。

（
■
杜
夫
の
塗
り
潰
し
）

（
裏
面
か
ら
本
文
を
書
き
出
し
、表
面
下
段
に
横
線
を
引
き
追
加
記
入
す
。）
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０
９
裏

二
伸
→
み
ー
ん
な
漢
字
よ
め
な
く
な
っ
て
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。
実
吉
訳
は

最
高
、（
ト
ニ
オ
ク
レ
ー
ガ
ー
で
は
右
翼
の
道
雄
さ

（
（1
（

ん
の
訳
あ
り
、
こ
れ
は

一
部
見
事
、
三
笠
書
房
）
佐
藤
晃
一
氏
、
言
語
学
者
な
の
で
エ
ッ
セ
イ
は

な
い
が
、
小
説
は
か
け
、
オ
キ
テ
く
ら
い
が
ま
だ
よ
め
る
。
先
生
の
御
訳

は
や
は
り
ド
イ
ツ
語
が
よ
め
す
ぎ
る
の
で
す
。
し
か
し
、
ズ
イ
ヒ
ツ
も
か

け
る
か
ら
、
い
い
訳
に
な
っ
て
ま
す
。（
と
は
い
え
、
ゴ
ヤ
ク
お
そ
れ
て
原

文
に
忠
実
す
ぎ
て
）
大
山
定
一
ゴ
ヤ
ク
す
ご
い
が
日
本
文
の
か
け
る
人
で

す
。（
マ
ル
テ
の
手

（
（1
（

記
）■
■
ド
イ
ツ
語
ひ
ら
が
な
に
し
た
の
は
ゴ
ク
ロ
ウ

で
し
た
が
、
一
見
識
あ
り
ま
し
た
が
、

（
■
杜
夫
の
塗
り
潰
し
）

（
０
９
表
へ
）
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１
０
表　

昭
和
４
４
／
１
１
／
２
１　

消
印　

千
歳

長
野
県
南
安
曇
郡

穂
髙
町

望
月
市
恵
先
生

十
一
月
十
九
日　

夜
半

世
田
谷
区
松
原　

斉
藤
宗
吉
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１
０
裏

○
「
ブ
ッ
デ
ン
ブ
ロ
オ
ク
家
」
下

（
（1
（

巻
拜
受
。
小
生
の
名
な
ど
出
し
て
頂
い

て
光

（
（2
（

栄
、
か
つ
身
の
ち
ぢ
ま
る
思
い
で
す
。
し
か
し
、
先
生
の
お
訳
と
共

に
、
小
生
の
駄
作
が
消
滅
し
た
あ
と
も
、
小
生
の
名
が
残
る
と
思
う
と
、

悲
し
い
よ
う
な
嬉
し
い
よ
う
な
気
が
致
し
ま
す
。
○
い
ず
れ
少
し
ず
つ
拜

読
致
し
ま
す
。
○
先
日
、辻
と
マ
ン
に
つ
い
て
大
対

（
（2
（

談
を
し
ま
し
た
。（
ソ

ウ
病
で
、
文
学
の
対
談
な
ん
か
初
め
て
の
こ
と
で
す
）
こ
れ
は
前
半
は
マ

ン
を
知
っ
て
る
人
に
は
周
知
の
こ
と
で
す
が
、
後
半
は
ち
ょ
っ
と
面
白
い

で
す
。（
し
か
し
、
四
時
間
、
百
八
十
枚
の
原
稿
を
六
十
枚
に
つ
め
ら
れ
、

し
か
も
こ
れ
か
ら
と
い
う
と
き
に
料
理
店
閉
店
で
追
い
だ
さ
れ
ま
し
た
）

（
展
望
一
月
号
に
の
る
予
定
）小
生
は
ド
イ
ツ
語
く
ら
い
で
き
る
ふ
り
し
て

ま
す
か
ら
、で
き
な
い
の
は
ヒ
ミ
ツ
に
し
て
下
さ
い
。（
も
っ
と
も
こ
の
対

談
で
で
き
な
い
こ
と
バ
れ
る
始
末
。
し
か
し
、
そ
こ
は
ち
ゃ
ん
と
公
表
し

ま
す
）
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長
野ノ

■
縣ケ

ン

、
南

安あ
ず
み曇

郡
、
穂ほ

た
か高

町

望も
ち
づ
き月

市い
ち

恵え

先
生

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ

世
田
谷
松
原

斉
藤
宗
吉

夜
半
、
ヘ
ト
ヘ
ト
に
て

（
ボ
ッ
カ
チ
オ
■
ツ
ー
・
ト
マ
ス
・
マ
ス
）
■
と
い
う
英
語
の
本
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
を
英
語
で
き
る
人
に
よ
ん
で
も
ら
っ

た
ら
、
と
て
も
い
い
論
文
で
す
。
ア
メ
リ
カ
人
も
バ
カ
に
な
ら
な
い
、
と

感
じ
ま
■
し
た
。
な
に
よ
り
、
マ
ン
を
、
ヒ
ュ
ー
モ
ア
の
最
後
の
時
代
と

は
別
に
、
必
然
的
に
そ
こ
に
お
か
る
べ
き
も
の
と
し
■
て
、
お
い
た
、
と

い
っ
て
る
の
で
す
。
マ
ン
の
善
良
さ
、（
い
い
意
味
で
）
を
改
め
て
感
じ
ま

し
た
。
こ
れ
は
又
マ
ン
を
よ
み
返
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ソ
ウ
病
末
的
、

ヘ
ト
ヘ
ト
に
て

（
■
杜
夫
の
塗
り
潰
し
）

（
裏
面
か
ら
本
文
を
書
き
出
し
、表
面
下
段
に
横
線
を
引
き
追
加
記
入
す
。）

　
　
　

１
１
表　

昭
和
４
４
／
１
１
／
２
６　

消
印
一
部
不
明　

千
歳
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１
１
裏

○
小
生
は
エ
リ
カ
と
呼
ん
で
い
た
が
エ
ー
リ

（
（2
（

カ
の
よ
う
で
す
。
ト
オ
ニ
ー

を
ト
ー
ニ
、
ま
た
ハ
ン
ノ
に
し
て
も
い
ろ
い
ろ
呼
ば
れ
る
の
は
な
に
か
身

近
の
人
の
コ
ン
キ
ョ
で
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
○
小
生
は
ま
だ
エ
ー
リ

カ
の
「
最
後
の
年
」
を
よ
ん
で
ま
せ
ん
。
英
訳
が
あ
る
の
で
、
近
々
、
ヒ

シ
（
（2
（

ョ
（
い
よ
い
よ
外
ホ
ウ
部
を
ま
う
け
ま
し
た
）
に
よ
ん
で
も
ら
う
つ
も

り
で
す
が
。（
ド
イ
ツ
語
は
も
う
あ
き
ら
め
ま
し
た
）　

初
め
が
英
語
？
ク

ラ
ウ
ス
の
タ
ー
ニ
ン
グ
・
ポ
イ
ン

（
（2
（

ト
の
よ
う
に
？
（
こ
れ
、
教
え
て
下
さ

い
）
○
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
御
訳
■
を
拝
見
し
て
、
も
う
ブ
ッ
デ
ン
ブ
ロ
オ
ク

ス
を
忘
れ
て
い
て
、
ギ
ョ
ッ
と
す
る
と
こ
ろ
あ
り
ま
し
た
。（
ザ
・
コ
ミ
ッ

ク
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
、

（
■
杜
夫
の
塗
り
潰
し
）

（
１
１
表
へ
）
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長
野
県
南
安
曇
郡
穂
高
町

望
月
市
恵
先
生

（
印
刷
葉
書
の
郵
便
番
号
・
住
所
・
宛
名
を
マ
ジ
ッ
ク
で
消
し
て
再
利

用
し
た
葉
書
。）

　
　
　

１
２
表　

昭
和
４
４
／
１
２
／
２　

消
印　

千
歳



リルケと北杜夫　其の三  ――  望月市恵宛、齋藤宗吉未公開書簡 ――87

　
　
　

１
２
裏

お
忙
し
い
と
こ
ろ
、次
々
と
御
返
事
あ
り
が
と
う
存
じ
ま
す
。
ソ
ウ
病（
末

期
で
ヘ
ト
ヘ
ト

（
（2
（

）
の
最
後
の
気
力
で
、「
最
後
の
年
」
半
分
よ
み
ま
し
た
。

実
は
英
文
の
奴
を
訳
し
て
も
ら
い
、
全
集
み
た
い
な
ド
イ
ツ
語
を
見
て
い

た
ら
、
や
さ
し
い
文
章
な
の
に
、
わ
か
ん
な
い
と
こ
ろ
あ
り
、
英
語
の
ほ

う
が
ま
だ
わ
か
り
、
ま
す
ま
す
ゼ
ツ
ボ
ウ
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
寸
は

ド
イ
ツ
語
よ
み
ま
し
た
。
ハ
カ
ナ
イ
あ
が
き
で
す
。
斉
藤
宗
吉

（
印
刷
さ
れ
た
別
要
件
を
マ
ジ
ッ
ク
で
消
し
て
使
用
。）
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１
３
表　

昭
和
４
４
／
１
２
／
３　

消
印　

千
歳

　

長
野
県
南
安
曇
郡

穂
高
町

望
月
市
恵
先
生

（
印
刷
葉
書
の
郵
便
番
号
・
住
所
・
宛
名
を
マ
ジ
ッ
ク
で
消
し
て
再
利

用
し
た
葉
書
。）



リルケと北杜夫　其の三  ――  望月市恵宛、齋藤宗吉未公開書簡 ――89

　
　
　

１
３
裏

○
二
伸
、
エ
ー
リ
カ
の
「
最
後
の
年
」
の
英
語
版
は
三
年
後
で
し
た
。
○

リ
ン
ゴ
を
頂
き
、
な
つ
か
し
く
、
た
い
へ
ん
か
た
じ
け
な
く
存
じ
ま
す
。

た
だ
、
な
に
と
ぞ
お
心
づ
か
い
は
無
用
に
願
い
ま
す
。
御
礼
ま
で
、
乱
筆

失
礼
致
し
ま
す
（
ウ
ツ
病
に
な
り
か
か
っ
た
）
斉
藤
宗
吉

（
印
刷
さ
れ
た
別
要
件
の
一
部
を
マ
ジ
ッ
ク
で
消
し
て
使
用
。）
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１
４
表　

昭
和
４
５
／
６
／
２
５　

消
印　

千
歳

長
野
県
南
安
曇
郡

穂
髙
町

望
月
市
恵
先
生

東
京
世
田
谷
松
原

斉
藤
宗
吉

（
往
復
郵
便
は
が
き
の
返
信
用
使
用
。）



リルケと北杜夫　其の三  ――  望月市恵宛、齋藤宗吉未公開書簡 ――91

　
　
　

１
４
裏

前
略
、
た
い
へ
ん
ゴ
ブ
サ
タ
し
ま
し
た
。
実
は
、
一
月
中
旬
よ
り
ウ
ツ
が

ひ
ど
く
、
か
つ
キ
ミ
コ
と
も
ケ
ン
カ
し
た
り
し
て
、
五
月
中
旬
ま
で
ひ
ど

い
狀
態
で
し
た
。
只
今
、
や
っ
と
ウ
ツ
か
ら
脱
し
、
家
庭
の
ほ
う
も
万

事
、
無
事
と
な
り
ま
し
た
か
ら
、
御
安
心
下
さ
い
。
○
新
潮
社
に
あ
ず
け

た「
ワ
イ
マ
ー
ル
の
ロ
ッ
テ
」（

（2
（

。
か
か
り
の
人
も
好
意
を
持
っ
て
く
れ
た
の

で
す
が
、
や
は
り
佐
藤
先
生
や
髙
橋
先
生
の
ハ
バ
ツ
関
係
が
あ
り
、
全
集

に
先
生
の
お
訳
を
使
う
の
は
今
回
は
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
、
と
の

こ
と
で
す
。
一
応
、
御
原
稿
は
そ
ち
ら
に
お
送
り
す
る
は
ず
で
す
。
い
ず

れ
、
な
ん
ら
か
の
機
会
あ
れ
ば
、
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
御

自
愛
の
ほ
ど
を
。
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１
５
表　

昭
和
４
６
／
１
／
６　

消
印　

杉
並

長
野
県
南
安
曇
郡

穂
髙
町

望
月
市
恵
先
生

御
奥
様



リルケと北杜夫　其の三  ――  望月市恵宛、齋藤宗吉未公開書簡 ――93

　
　
　

１
５
裏

賀
正

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す　

御
元
気
で
佳
い
新
年
を
お
迎
え

の
事
と
存
じ
ま
す　

何
卒
今
後
共
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

斉
藤
宗
吉　

喜
美
子

（「
賀
正
」「
斉
藤
宗
吉
」
は
杜
夫
の
直
筆
、
文
面
は
喜
美
子
の
筆
跡
。）
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１
６
表
（
封
筒
）　

昭
和
５
６
／
６
／
８　

消
印　

不
明

〒
３
９
９ 

︱ 

８
３

南
安
曇
郡
穂
髙
町

望
月
市
恵
先
生

御
奥
様

（
切
手
・
消
印
箇
所
、
切
り
取
り
済
み
。）



リルケと北杜夫　其の三  ――  望月市恵宛、齋藤宗吉未公開書簡 ――95

六
月
八
日

世
田
谷
区
松
原

斉
藤
宗
吉

喜
美
子

（
喜
美
子
の
筆
跡
）

　
　
　

１
６
裏
（
封
筒
）
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１
６
手
紙
（
１
）



リルケと北杜夫　其の三  ――  望月市恵宛、齋藤宗吉未公開書簡 ――97

　
　
　

１
６
手
紙
（
２
）
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１
６
手
紙
（
１
）

　
　
　

１
６
手
紙
（
２
）

杜
夫
手
紙

前
略　

お
手
紙
、
あ
り
が
と
う
存
じ
ま
し
た
。
去
年
末
の
躁
が
三
月
で

終
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
と
き
は
、
い
く
ら
で
も
書
け
る
気
が
し

て
、
連
載
を
八
本
も
引
受
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
も
う
一
度
ブ
ラ
ジ
ル

へ
取
材
へ
行
く
費
用
を
稼
ご
う
と
思
っ
た
の
で
す
。
只
今
、
二
誌
が
終

り
、
ま
だ
六
誌
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ウ
ツ
病
の
薬
を
飲
ん
で
青
息
吐
息

の
生
活
で
す
。
た
だ
、「
新
潮
」
の
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
の
小

（
（2
（

説
を
第
一
部

書
き
あ
げ
ま
し
た
の
で
、
あ
と
は
く
だ
ら
ぬ
雑
文
ば
か
り
で
す
。
小
■

生
は
く
だ
ら
ぬ
も
の
を
書
く
の
が
自
分
の
一
つ
の
特
徴
と
思
い
ま
す
の

で
、
こ
の
こ
と
は
べ
つ
に
恥
じ
て
お
り
ま
せ
ん
。

先
生
の
お
手
紙
に

あ
っ
た
、 「
楡
家
の
人
び
と
」は
や
は
り
私
の
代
表
作
と
思
い
ま
す
。「
青

春
記
」
は
時
代
の
一
部
を
書
い
て
お
り
ま
す
が
、
や

（
■
杜
夫
の
塗
り
潰
し
）

は
り
私
と
し
て
は
唯
一
の
自
信
の
持
て
る
作
品
は
「
楡
家
」
で
す
。
し

か
し
漱
石
が
後
期
の
も
の
よ
り
、「
猫
」
や
「
坊
ち
ゃ
ん
」
が
讀
ま
れ
て

い
る
よ
う
に
、
私
の
本
意
と
は
違
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

先
生
は
じ
め
、
皆
さ
ま
の
い
っ
そ
う
の
御
自
愛
を
く
れ
ぐ
れ
も
祈
り
ま

す
。上
高
地
に
行
っ
た
の
は
、八
月
四
日
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
テ
レ
ビ
の
た
め

も
あ
っ
た
の
で
す
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
思
誠
寮
に
も
寄
り
、
私
た
ち
も
ち
ょ

う
ど
行
っ
た
の
で
、
思
誠
寮
の
一
室
の
戸
棚
中
■
に
あ
る
斎
藤
憂
行
麻

布
中
と
い
う
署
名
も
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
映
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

皆

さ
ま
、
ど
う
か
お
元
気
で
。

乱
筆
失
礼
致
し
ま
す
。

（
■
杜
夫
の
塗
り
潰
し
）



リルケと北杜夫　其の三  ――  望月市恵宛、齋藤宗吉未公開書簡 ――99

　
　
　

１
６
手
紙
（
３
）



100

　
　
　

１
６
手
紙
（
４
）



リルケと北杜夫　其の三  ――  望月市恵宛、齋藤宗吉未公開書簡 ――101

　
　
　

１
６
手
紙
（
３
）

　
　
　

１
６
手
紙
（
４
）

喜
美
子
手
紙

大
変
御
無
沙
汰
致
し
て
居
り
ま
す　

先
生
も
奥
様
も
御
変
り
な
く
何
よ

り
と
お
よ
ろ
こ
び
申
し
上
げ
て
居
り
ま
す　

先
日
は
め
ず
ら
し
く
娘
も

連
れ
て
出
か
け
ま
し
て
何
と
か
お
訪
ね
出
来
れ
ば
と
存
じ
ま
し
た
が
由

香
が
よ
う
や
く
大
学
一
年
に
な
り
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
授
業
を
余
り
休

む
訳
に
も
い
か
ず
残
念
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
日
曜
日
の
夜
に
は
帰
京
致

し
ま
し
た　

久
し
ぶ
り
の
上
高
地
に
参
り
ま
す　

二
十
年

（
（2
（

前
に
は
じ
め

て
山
の
帰
り
に
先
生
を
お
訪
ね
し
た
折
の
こ
と
が
と
て
も
懐
か
し
く
奥

様
に
暖
か
く
お
も
て
な
し
頂
い
た
事
が
思
い
出
さ
れ
ま
す　

あ
れ
は
私

が
は
じ
め
て
高
い
山
に
登
れ
た
最
初
で
最
後
の
こ
と
ゝ

思
わ
れ
ま
す　

何
も
か
も
妙
ら
し
く
て
と
て
も
楽
し
ゅ
う
ご
ざ
い
ま
し

た
が
先
生
を
お
訪
ね
出
来
た
の
は
本
当
に
嬉
し
い
こ
と
で
し
た　

又
娘

も
連
れ
て
先
生
を
お
訪
ね
し
山
に
も
登
れ
た
ら
と
次
の
機
会
を
心
待
ち

に
致
し
て
居
り
ま
す　

上
高
地
で
の
写
真
が
出
来
ま
し
た
の
で
同
封
さ

せ
て
頂
き
ま
す　

何
卒
呉
々
も
御
身
御
大
切
に
な
さ
っ
て
下
さ
い
ま
せ

五
十
六
年
六
月
八
日　
　
　
　
　
　
　

か
し
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

喜
美
子
拝

望
月
市
恵
先
生

御
奥
様
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１
７
表　

昭
和
５
６
／
１
２
／
４　

消
印　

千
歳

長
野
県
南
安
曇
郡
穂
高
町

望
月
市
恵
先
生

御
机
下



リルケと北杜夫　其の三  ――  望月市恵宛、齋藤宗吉未公開書簡 ――103

　
　
　

１
７
裏

い
ろ
い
ろ
に
使
え
る
万
能
ハ
ガ
キ

寒
中
お
見
舞

一
層
の
御
健
勝
を
お
祈
り
致
し
ま
す

信
州
の
味
を
わ
ざ
わ
ざ
お
送
り
く
だ
さ
れ
、
ま
こ
と
に
有
難
く
存
じ
ま
し

た
。
小
生
、
ウ
ツ
で
し
た
の
に
、
母
が
フ
ラ
ン
ス
の
新
幹
線
に
乗
り
た
い

と
云
い
だ
し
、
伴
を
し
て　

昨
夜
帰
国
し
た
と
こ
ろ
で
、
乱
筆
失
礼
致
し

ま
す
。
皆
さ
ま
に
よ
ろ
し
く
。
斉
藤
宗
吉
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１
８
表
（
封
筒
）　

昭
和
５
７
／
１
１
／
６　

消
印　

千
歳

〒
３
９
９ 

︱ 

８
３

長
野
県
南
安
曇
郡

穂
髙
町

望
月
市
恵
先
生



リルケと北杜夫　其の三  ――  望月市恵宛、齋藤宗吉未公開書簡 ――105

　
　
　

１
８
裏
（
封
筒
）

〒
１
５
６

世
田
谷
区
松
原

斉
藤
宗
吉
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１
８
手
紙

　
　
　

１
８
手
紙



リルケと北杜夫　其の三  ――  望月市恵宛、齋藤宗吉未公開書簡 ――107

　
　
　

１
８
手
紙

杜
夫
手
紙
（O

RIEN
TAL　

H
O

TEL

の
便
箋
使
用
）

拝
復
、「
ヨ
ゼ

（
（2
（

フ
」 

が
や
っ
と
■
陽
の
目
を
見
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
、

本
当
に
嬉
し
く
存
じ
ま
す
。
小
塩
さ
ん
か
ら
お
手
紙
頂
き
、
ま
た
筑
摩

の
方
よ
り
も
報
せ
を
受
け
ま
し
た
。
す
ぐ
お
便
り
す
べ
き
と
こ
ろ
、
こ

の
と
こ
ろ
ず
っ
と
ウ
ツ
で
気
力
が
ま
っ
た
く
な
い
狀
態
で
し
た
の
で
申

訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
先
生
と
小
塩
さ
ん
と
の
共
訳
と
の
お
話
は
、

お
そ
ら
く
小
塩
さ

（
（3
（

ん 
が
受
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

十
一
月
十
日
に
小
塩
さ
ん
と
筑
摩
の
方
と
お
会
い
す
る
予
定
で
す
の

で
、
御
意
向
は
伝
え
ま
す
。
小
塩
さ
ん
の
お
手
紙
で
は
、「
来
年
一
杯
の

仕
事
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
の
意
で
、
も
し
小
塩
さ
ん
が
大
巾
に
手
を

加
え
ら
れ
た
ら
共
訳
と
し
て
で
も
よ
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
そ
の
と
き

相
談
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
と
に
か
く
生
涯
の
お
仕
事
の
出
版
も

決
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
す
し
、
先
生
に
は
あ
く
ま
で
お
元
気
で
い
ら
し
て

欲
し
い
と
の
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。
寒
気
は
や
は
り
先
生
に
と
っ
て
よ

く
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
く
れ
ぐ
れ
も
御
自
愛
な
す
っ
て
下
さ
い
。
小
生

の
ウ
ツ
は
時
期
が
く
れ
ば
治
り
ま
す
か
ら
御
心
配
は
不
要
で
す
。
十
日

が
過
ぎ
ま
し
た
ら
ま
た
御
報
告
致
し
ま
す
。
と
り
い
そ
ぎ
乱
筆
に
て
、

十
一
月
五
日　

斉
藤
宗
吉

望
月
市
恵
■
先
生

（
■
杜
夫
の
塗
り
潰
し
）
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１
９
表　

昭
和
５
７
／
１
２
／
１
１　

消
印　

千
歳

〒
３
９
９ 

︱ 

８
３

長
野
県
南
安
曇
郡

穂
髙
町

望
月
市
恵
先
生

御
机
下



リルケと北杜夫　其の三  ――  望月市恵宛、齋藤宗吉未公開書簡 ――109

　
　
　

１
９
裏

い
ろ
い
ろ
に
使
え
る
万
能
ハ
ガ
キ

寒
中
お
見
舞

一
層
の
御
健
勝
を
お
祈
り
致
し
ま
す

ま
た
信
州
の
味
を
お
送
り
頂
き
ま
し
て
、
有
難
う
存
じ
ま
し
た
。
ウ
ツ
で

少
し
よ
く
な
り
、
来
年
二
月
号
か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
の
小
説
の
二
部（

（3
（

を
始

め
ま
す
。
と
は
い
え
、
一
年
も
書
い
て
い
な
い
の
で
文
章
の
書
き
方
も
忘

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
皆
さ
ま
、
よ
い
お
年
を
お
迎
え
下
さ
い
。

二
伸
、
今
日
、
マ
ス
の
甘
露
煮
を
頂
き
ま
し
た
。
か
た
じ
け
な
い
で
す
が
、

ど
う
ぞ
今
後
御
放
念
く
だ
さ
い
。
斉
藤
宗
吉
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２
０
表　

昭
和
５
７
／
１
２
／
２
０　

消
印　

千
歳

長
野
県
南
安
曇
郡

穂
髙
町

望
月
市
恵
先
生
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２
０
裏

い
ろ
い
ろ
に
使
え
る
万
能
ハ
ガ
キ

寒
中
お
見
舞

一
層
の
御
健
勝
を
お
祈
り
致
し
ま
す

信
毎
の
御
文
章（

（3
（

、
愉
し
く
な
つ
か
し
く
拜
読
し
て
お
り
ま
す
。
先
生
に
も

学
生
時
代
が
あ
っ
た
か（

（3
（

と
い
う
、
一
種
奇
妙
な
思
い
も
し
て
お
り
ま
す
。

寒
中
、
い
っ
そ
う
お
大
切
に
な
さ
っ
て
下
さ
い
。　

斉
藤　

宗
吉
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２
１
表　

昭
和
５
９
／
１
／
１
０　

消
印　

千
歳

〒
３
９
９ 

︱ 

８
３

長
野
県
南
安
曇
郡
穂
髙
町

望
月
市
恵
先
生

御
奥
様
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２
１
裏

い
ろ
い
ろ
に
使
え
る
万
能
ハ
ガ
キ

寒
中
お
見
舞

一
層
の
御
健
勝
を
お
祈
り
致
し
ま
す

好
物
の
甘
露
煮
を
わ
ざ
わ
ざ
有
難
う
存
じ
ま
し
た
。
小
生
、
眠
剤
を
禁
じ

ら
れ
て
し
ま
い
、
そ
の
た
め
よ
く
眠
れ
ま
せ
ん
。
先
生
は
じ
め
、
お
風
邪

な
ど
召
し
ま
せ
ぬ
よ
う
に
。
厚
く
御
礼
ま
で　
　

斉
藤
宗
吉
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２
２
表
（
封
筒
）　

昭
和
５
９
／
３
／
２
４　

消
印　

千
歳

〒
３
９
９ 

︱ 

８
３

長
野
県
南
安
曇
郡

穂
髙
町

望
月
市
恵
先
生

御
机
下
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２
２
裏
（
封
筒
）

〒
１
５
６

東
京
世
田
谷
区
松
原

斉
藤
宗
吉
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２
２
手
紙
（
１
）
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２
２
手
紙
（
２
）
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２
２
手
紙
（
１
）

　
　
　

２
２
手
紙
（
２
）

杜
夫
手
紙

謹
啓
、
ち
ょ
っ
と
体
を
こ
わ
し
て
お
り
ま
し
て
。
御
丁
寧
な
お
手
紙
を

頂
き
な
が
ら
、
ど
う
し
て
も
御
返
事
が
書
け
ず
に
い
ま
し
た
。
以
前
、

親
し
く
し
て
く
だ
さ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
の
方
が
〈
ま
だ
若
く
て
〉

亡
く
な
っ
た
と
き
、
お
母
さ
ま
が
お
泣
き
に
な
ら
れ
て
、「
北
さ
ん
、
逆

縁
と
い
う
も
の
が
い
ち
ば
ん
い
け
ま
せ
ん
」
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
こ
と

が
思
い
だ
さ
れ
、
又
さ
す
が
に
弱
っ
て
き
た
私
の
母
か
ら
も
こ
の
ご
ろ

よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
先
生
の
お
手
紙
を
讀
ん
で
、
何
と
申
し
た
ら
よ
い

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
つ
い
先
ほ
ど
、小
塩
さ
ん
に
お
電
話
し
ま
し
た
ら
、

先
生
の
御
手
紙
の
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
篤（
マ
マ
）

さ
ん
と
お
目
に
か
か
っ
た
の
は
ず
い
ぶ
ん
昔
の
こ
と
の
よ
う
に
思
わ

れ
、
何
を
話
し
た
の
か
も
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、
な
お
い
っ

そ
う
悲
し
く
、
ま
っ
た

く
申
す
言
葉
が
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
先
生
を
父
に
持
た
れ
て
誇
り
に
さ

れ
て
い
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
小
塩
さ
ん
の
先
生
の
御
訳
の
お
手

伝
（
（3
（

い
も
い
よ
い
よ
す
す
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
す
の
で
、
新
し
い
お
子
さ

ま
が
お
生
れ
に
な
っ
た
お
つ
も
り
で
、
ぜ
ひ
と
も
長
生
き
さ
れ
て
く
だ

さ
い
。
奥
さ
ま
の
こ
と
も
心
配
で
す
。
よ
ほ
ど
の
お
悲
し
み
の
こ
と
と

存
じ
ま
す
。
こ
の
う
え
は
も
う
少
し
日
が
経
っ
て
、
ま
た
お
元
気
に
な

ら
れ
る
の
を
待
っ
て
お
り
ま
す
。
今
、
眠
剤
を
禁
じ
ら
れ
て
し
ま
っ
た

の
で
眠
れ
ず
、
ど
う
し
て
も
う
ま
く
書
け
ま
せ
ん
。
な
に
と
ぞ
、
な
に

と
ぞ
、
先
生
も
奥
さ
ま
も
お
体
に
お
気
を
つ
け
に
な
さ
っ
て
下
さ
い
。

妻
や
娘
も
そ
う
祈
っ
て
お
り
ま
す
。　

乱
筆
に
て　

宗
吉

望
月
市
恵
先
生　

御
机
下



リルケと北杜夫　其の三  ――  望月市恵宛、齋藤宗吉未公開書簡 ――119

　
　
　

２
３
表　

昭
和
６
０
／
５
／
２
４　

消
印　

千
歳

〒
３
９
９ 

︱ 

８
３

長
野
県
南
安
曇
郡

穂
髙
町

望
月
市
恵
先
生

御
机
下
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２
３
裏

お
便
り
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

御
自
愛
の
ほ
ど
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

〠
156　

東
京
都
世
田
谷
区
松
原

「
ヨ
セ
フ
と
そ
の
兄
弟

（
（3
（

」
小
宮
さ
ん
が
と
ど
け
て
く
だ
さ
り
、
又
、
郵
送
で

先
生
た
ち
が
お
送
り
く
だ
さ
っ
た
も
の
も
頂
き
ま
し
た
。
た
い
へ
ん
立
派

な
見
事
な
御
本
と
な
り
、
小
生
ま
で
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。
心
か
ら
お
祝

い
を
言
わ
せ
て
頂
き
ま
す
。
小
生
、
ア
ル
コ
ー
ル
と
眠
剤
を
制
限
さ
れ
て

し
ま
い
、
よ
く
眠
れ
ず
少
々
へ
ば
っ
て
お
り
ま
す
。
た
だ
来
月
で
ブ
ラ
ジ

ル
移
民
の
小

（
（3
（

説
も
終
る
の
で
、
な
ん
と
か
先
生
を
お
訪
ね
し
た
い
も
の
と

念
じ
て
お
り
ま
す
。
奥
さ
ま
皆
さ
ま
に
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
伝
え
下
さ
い

斉
藤
宗
吉

（
活
字
印
刷
三
行
中
の
一
行
を
消
し
、
パ
ン
ダ
の
絵
葉
書
使
用
。）
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六
、
望
月
市
恵
肖
像
写
真

旧制松本高等学校時代

東京帝国大学文学部時代旧制静岡高等学校時代
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七
、
書
簡
の
解
釈
及
び
文
学
的
価
値

令
和
四
年
現
在
確
認
で
き
る
「
望
月
市
恵
宛
、齋
藤
宗
吉
未
公
開
書
簡
」
は
、

全
二
十
三
通
、
う
ち
葉
書
は
二
十
点
、
手
紙
は
三
点
で
あ
る
。
葉
書
の
形
態
は
、

官
製
葉
書
（
十
二
点
）、
余
り
葉
書
を
再
利
用
し
た
葉
書
（
三
点
）、「
い
ろ
い

ろ
に
使
え
る
万
能
ハ
ガ
キ
」（
四
点
）、絵
葉
書
（
一
点
）
の
計
二
十
点
で
あ
る
。

主
に
官
製
葉
書
で
あ
る
が
、
伝
え
た
い
内
容
を
急
ぐ
際
は
、
当
面
手
元
に
あ
っ

た
余
り
葉
書
や
絵
葉
書
な
ど
を
使
っ
て
お
り
、バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
で
い
る
。

ま
た
、
手
紙
は
三
通
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
更
に
、
昭
和
四
十
年
の
葉

書
「
01
」
や
昭
和
五
十
六
年
の
手
紙
「
16
」（
3
・
4
）
の
よ
う
に
、
差
出
人
並

び
に
記
述
者
が
、
杜
夫
と
喜
美
子
の
連
名
、
同
封
の
書
簡
が
あ
り
、
家
族
ぐ
る

み
の
厚
い
親
交
の
あ
と
が
窺
え
る
。

昭
和
二
十
三
年
の
「
日
記
」
に
は
リ
ル
ケ
に
関
す
る
記
述
が
多
く
目
に
つ
く

も
の
の
、
本
論
考
「
は
じ
め
に
」
の
よ
う
に
望
月
に
送
っ
た
『
幽
靈
』
執
筆
に

関
す
る
で
あ
ろ
う
昭
和
二
十
三
年
か
ら
昭
和
二
十
五
年
頃
の
書
簡
は
、
望
月
の

妻
み
さ
ご
に
関
す
る
先
の
昭
子
氏
の
証
言
の
よ
う
に
、
残
念
な
が
ら
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
杜
夫
の
現
存
し
て
い
る
望
月
市
恵
宛
書
簡
が
書
か
れ

た
年
代
は
、昭
和
四
十
年
か
ら
昭
和
六
十
年
（
杜
夫
三
十
八
歳
か
ら
五
十
八
歳
）

に
か
け
て
で
あ
る
。
中
で
も
、
昭
和
四
十
四
年
は
九
点
と
全
体
の
ほ
ぼ
四
割
を

し
め
て
お
り
、こ
の
年
は
特
に
望
月
と
親
密
な
交
流
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

更
に
、こ
の
年
の
杜
夫
は
活
動
的
で
躁
状
態
が
極
め
て
顕
著
な
状
況
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
本
書
簡
群
を
ひ
と
ま
ず
第
Ⅰ
期
四
十
四
年
よ
り
前
、
第
Ⅱ
期

四
十
四
年
、
第
Ⅲ
期
四
十
四
年
よ
り
後
と
、
全
体
を
Ⅲ
期
に
分
け
、
各
時
期
に

つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
書
簡
群
か
ら
読
み
と
れ
る
内
容
に
目
を
向
け
、
特
徴
的
な

傾
向
を
指
摘
し
、
そ
の
背
景
を
考
察
し
な
が
ら
解
釈
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
す

る
。

１
　
書
簡
の
解
釈

書
簡
の
内
容
を
概
観
す
る
と
、
望
月
の
健
康
へ
の
気
遣
い
、
杜
夫
の
身
辺
に

起
こ
っ
た
出
来
事
、
杜
夫
自
身
の
作
品
執
筆
に
つ
い
て
、
辻
邦
生
や
ト
ー
マ
ス
・

マ
ン
、
ゲ
ー
テ
等
に
関
連
す
る
文
学
的
な
意
見
や
質
問
、
自
身
の
精
神
的
近
況

（
マ
ニ
ー
）、
望
月
の
二
男
の
早
逝
に
対
す
る
弔
辞
、『
ヨ
ゼ
フ
と
そ
の
兄
弟
』
出

版
の
祝
辞
等
、
実
際
の
生
活
と
密
接
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
極
め
て

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
内
容
で
あ
る
。

望
月
市
恵
は
、
平
成
三
年
（1991

）
九
月
八
日
（
九
十
歳
）、
老
衰
の
た
め

逝
去
し
た
が
、
そ
の
告
別
式
に
つ
い
て
、
地
元
の
新
聞
に
は
「
教
え
子
や
大
学

関
係
者
、出
版
社
関
係
者
な
ど
約
二
百
数
十
人
が
全
国
各
地
か
ら
駆
け
つ
け
た
。

松
高
時
代
の
教
え
子
に
は
作
家
の
北
杜
夫
氏
（
本
名
は
斉
藤
宗
吉
）、
作
家
で

仏
文
学
者
の
辻
邦
生
氏
、
映
画
監
督
の
熊
井
啓
氏
な
ど
文
化
人
も
い
る
が
、
三

氏
と
も
告
別
式
に
は
生
花
を
供
え
悲
し
み
を
露
に
表
わ
し
た
弔
電
を
寄
せ
て
い

る
。」（『
大
糸
タ
イ
ム
ス
』
平
成
3
年
（1991

・1

・19

））
と
あ
る
。
杜
夫

が
望
月
に
宛
て
た
書
簡
の
最
終
年
は
昭
和
六
十
年
（1985

）
で
あ
り
、本
書
簡

は
、
望
月
の
最
晩
年
ま
で
師
弟
の
交
流
が
続
い
て
い
た
希
有
な
証
と
な
る
と
考

え
る
。

尚
、
杜
夫
が
書
簡
を
記
述
し
た
当
時
の
精
神
的
状
態
（
躁
う
つ
病
）
に
つ
い

て
は
、「
年
譜
」（
斎
藤
国
夫
編
）
及
び
「
作
家
・
北
杜
夫
の
病
跡
学
研
究
」（
高

橋
徹
、
松
下
正
明

（
（3
（

）
を
参
考
に
考
察
を
進
め
る
。

（
1
）　
第
Ⅰ
期
（
昭
和
四
十
年
～
昭
和
四
十
二
年
）

ⅰ　

内
容
の
特
徴
的
傾
向

資
料
「
01
」、昭
和
四
十
年
は
望
月
六
十
四
歳
の
年
で
あ
り
、信
州
大
学
教
授

を
退
官
す
る
前
年
に
あ
た
る
。
杜
夫
ら
教
え
子
の
間
で
は
望
月
の
体
調
に
つ
い

て
の
う
わ
さ
（「
怪
情
報
」）
が
流
れ
て
い
た
が
、
望
月
か
ら
書
簡
を
受
け
取
り
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安
心
し
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
葉
書
に
は
喜
美
子
の
贈
り
物（「
サ
ラ
ミ
等
」）

に
つ
い
て
の
添
え
書
き
も
あ
り
、
夫
婦
共
々
望
月
の
健
康
へ
の
丁
寧
な
心
遣
い

が
感
じ
ら
れ
る
。

資
料
「
02
」
は
、「
01
」
か
ら
ひ
と
月
足
ら
ず
の
師
走
の
葉
書
で
あ
る
。
望

月
は
こ
の
年
十
一
月
に
、
自
身
の
翻
訳
本
『
水
晶
・
み
か
げ
石
・
喬
木
林
』（
白

水
社
）
を
上
梓
し
て
い
る
が
、
直
後
に
杜
夫
に
贈
呈
し
た
の
で
あ
ろ
う
、
冒
頭

に
杜
夫
の
謝
辞
が
記
さ
れ
て
い
る
。
更
に
、
松
本
高
校
時
代
の
「
水
晶
」
に
ま

つ
わ
る
思
い
出
、
望
月
の
妻
み
さ
ご
か
ら
の
手
紙
に
よ
り
望
月
が
元
気
な
こ
と

を
知
り
安
心
し
た
こ
と
、
こ
も
り
き
り
で
不
健
康
な
こ
と
、
体
力
が
衰
え
て
き

て
医
者
を
廃
業
し
た
こ
と
、
作
家
業
の
大
変
さ
、「
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
山
の
長
編
を
書

き
お
ろ
し
」
で
執
筆
す
る
予
定
、
三
歳
の
子
（
由
香
、
筆
者
記
）
が
孫
の
よ
う

に
か
わ
い
い
こ
と
等
、
多
く
の
内
容
を
葉
書
の
両
面
を
使
い
書
い
て
い
る
。

資
料
「
03
」
は
、
望
月
が
退
官
し
て
一
年
後
の
昭
和
四
十
二
年
の
葉
書
で
あ

る
。「
尻
の
デ
キ
モ
ノ
を
入
院
手
術
」
し
た
こ
と
、「
マ
ン
ボ
ウ
青
春
記
」
を
書

く
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
、「
ゾ
ン
ネ
ン
・
パ
ル
タ
イ
」
の
「
ゾ
ン
ネ
ン
」
に
つ
い

て
の
文
法
的
な
質
問
、「
眞
夜
中
に
ベ
ッ
ド
に
坐
っ
て
パ
ン
を
噛
っ
た
者
で
な
け

れ
ば
人
生
の
悩
み
は
わ
か
ら
ぬ
と
か
い
う
文
句

（
（3
（

」
に
つ
い
て
。「
02
」
と
同
様
に

多
く
の
内
容
に
つ
い
て
端
的
に
両
面
を
使
い
書
い
て
い
る
。

資
料
「
04
」
は
、「
03
」
か
ら
一
週
間
後
、
望
月
の
長
い
手
紙
に
対
す
る
謝

辞
、
そ
の
手
紙
か
ら
松
本
高
校
生
徒
で
あ
っ
た
頃
に
自
身
は
「
セ
ン
チ
メ
ン
タ

ル
」
で
「
信
州
の
大
気
に
憧
れ
求
め
て
い
た
」
こ
と
が
分
か
り
、
中
年
の
現
在

は
「
い
か
に
ダ
ラ
ク
し
て
い
る
か
」
と
気
づ
い
た
こ
と
等
を
懐
古
し
て
書
い
て

い
る
。

ⅱ　

執
筆
当
時
の
精
神
的
状
況

杜
夫
の
「
躁
う
つ
病
」
が
発
症
し
た
時
期
に
つ
い
て
は
、
精
神
科
医
で
あ
る

杜
夫
自
身
の
自
己
診
断
に
基
づ
い
た
「
年
譜
」
の
三
十
九
歳
に
「
四
月
、
つ
い

に
最
初
の
躁
病
状
態
と
な
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
昭
和
四
十
一
年
（1966

年
）

で
あ
る
と
考
え
る
。
但
し
先
の
病
跡
学
の
論
考
に
よ
る
と
、「
双
極
ス
ペ
ク
ト
ラ

ム
」
診
断
の
立
場
等
か
ら
、
杜
夫
の
「
気
分
の
変
動
」
は
そ
れ
以
前
に
も
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
昭
和
四
十
年
は
五
月
か
ら
七
月
中
旬
ま
で
カ
ラ
コ
ル
ム
・

デ
ィ
ラ
ン
峰
登
山
隊
に
参
加
し
活
動
的
で
あ
っ
た
が
、
一
方
で
帰
国
後
の
資
料

「
02
」
に
は
「
小
生
、用
が
な
い
か
ぎ
り
、こ
も
り
き
り
で
不
健
康
の
致
り
で
す
。

体
力
が
衰
え
て
き
て
、
医
者
と
両
立
で
き
な
く
な
り
、
先
だ
っ
て
、
つ
い
に
医

者
を
廃
業
し
ま
し
た
。
と
い
っ
て
、
書
く
ほ
う
も
、
同
人
誌
の
こ
ろ
は
書
く
の

が
愉
し
み
で
し
た
が
、
商
賣
と
な
る
と
段
々
し
ん
ど
く
な
り
、
原
稿
紙
に
む
か

う
の
が
イ
ヤ
で
イ
ヤ
で
た
ま
ら
ぬ
こ
と
も
あ
り
ま
す
」
と
、
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
な

状
況
を
記
し
て
い
る
。

ま
た
発
症
後
の
資
料
「
03
」「
04
」
は
「
ど
く
と
る
マ
ン
ボ
ウ
青
春
記
」（
婦

人
公
論
）
の
執
筆
に
関
わ
っ
て
松
本
高
校
時
代
を
追
憶
し
な
が
ら
、
望
月
と
手

紙
の
や
り
と
り
が
あ
っ
た
状
況
と
考
え
ら
れ
る
。

ⅲ　

書
簡
の
解
釈

資
料
「
01
」「
02
」（
昭
和
40
）、「
03
」「
04
」（
昭
和
42
）
は
、
杜
夫
の
「
躁

う
つ
病
」
発
症
前
後
の
時
期
に
あ
た
る
。
昭
和
四
十
年
、
望
月
が
『
水
晶
・
み

か
げ
石
・
喬
木
林
』
を
出
版
直
後
に
杜
夫
に
贈
呈
す
れ
ば
、
杜
夫
は
登
山
隊
帰

国
後
に
作
品
を
執
筆
す
る
構
想
を
伝
え
る
等
、
互
い
に
重
要
な
存
在
で
あ
っ
た

こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
杜
夫
は
、
発
症
前
の
「
こ
も
り
き
り
」
の
状
況
や
、
執

筆
が
「
イ
ヤ
で
イ
ヤ
で
た
ま
ら
ぬ
こ
と
も
」
と
本
音
を
打
ち
明
け
て
お
り
、
発

症
前
の
憂
鬱
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
解
釈
で
き
る
。

昭
和
四
十
二
年
は
、「
躁
う
つ
病
」
発
症
後
一
年
目
の
時
期
で
あ
り
、四
十
三

年
、四
十
四
年
の
活
動
的
な
躁
状
態
の
時
期
の
前
年
に
あ
た
る
。「
ど
く
と
る
マ

ン
ボ
ウ
青
春
記
」
の
執
筆
も
あ
っ
て
、
松
本
高
校
時
代
の
記
憶
を
た
ど
り
望
月

と
書
簡
の
や
り
と
り
が
あ
り
、
追
憶
に
没
頭
し
て
い
っ
た
時
期
の
葉
書
で
あ
る
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と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
2
）　
第
Ⅱ
期
（
昭
和
四
十
四
年
）

ⅰ　

内
容
の
特
徴
的
傾
向

昭
和
四
十
四
年
の
九
点
（
資
料
「
05
」
～
「
13
」）
は
、
十
月
十
八
日
か
ら

十
二
月
三
日
の
わ
ず
か
四
十
七
日
ほ
ど
の
間
に
書
か
れ
て
お
り
、
こ
の
時
期
頻

繁
な
や
り
と
り
の
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
（
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
各
資
料

及
び
書
簡
一
覧
表
を
参
照
）。

こ
の
年
の
特
徴
的
傾
向
は
、
第
一
に
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
や
『
ブ
ッ
デ
ン
ブ

ロ
ー
ク
家
の
人
び
と
』に
関
係
す
る
内
容
が
豊
富
な
こ
と
で
あ
る
。昭
和
四
十
四

年
は
岩
波
書
店
か
ら
望
月
訳
の
『
ブ
ッ
デ
ン
ブ
ロ
ー
ク
家
の
人
び
と
』
が
、
九

月
（
上
巻
）、
十
月
（
中
巻
）、
十
一
月
（
下
巻
）
と
立
て
続
け
に
刊
行
さ
れ
て

お
り
、
杜
夫
の
葉
書
の
文
面
か
ら
、
望
月
は
刊
行
さ
れ
る
毎
に
杜
夫
に
本
書
を

贈
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
資
料
「
05
」「
06
」
は
上
巻
に
つ
い
て
の

苦
言
、
資
料
「
08
」
は
中
巻
の
讃
辞
、
資
料
「
10
」
は
下
巻
の
「
解
説
」
末
尾

に
「
斎
藤
宗
吉
さ
ん
（
北
杜
夫
さ
ん
）」
と
名
前
入
り
で
「
御
礼
」
を
記
載
さ

れ
た
こ
と
へ
の
謝
辞
で
あ
る
。
ま
た
、
マ
ン
の
翻
訳
に
関
連
し
て
実
吉
捷
郎
訳

（「
ヴ
ェ
ニ
ス
に
死
す
」）
や
、「
ト
ニ
オ
ク
レ
ー
ガ
ー
」
の
訳
者
実
吉
捷
郎
・
竹

山
道
雄
・
佐
藤
晃
一
、
更
に
は
リ
ル
ケ
の
「
マ
ル
テ
の
手
記
」
の
訳
者
大
山
定

一
等
、
訳
者
に
対
す
る
意
見
や
感
想
、
ゲ
ー
テ
に
つ
い
て
の
質
問
や
エ
ー
リ
カ

の
「
最
後
の
年
」
の
話
題
と
、
ド
イ
ツ
文
学
に
関
連
す
る
踏
み
込
ん
だ
内
容
が

多
く
見
ら
れ
る
。

第
二
の
特
徴
と
し
て
は
、
第
一
期
と
同
様
、
近
況
の
報
告
、
自
身
の
精
神
状

態
に
つ
い
て
の
自
己
診
断
結
果
の
記
載
で
あ
る
。
資
料
「
06
」
は
ヤ
ッ
プ
島
取

材
旅
行
の
報
告
、「
08
」
に
は
「
怖
る
べ
き
狂
人
」「
ド
ク
ト
ル
マ
ブ
ゼ
」
の
襲

名
、「
06
」・「
10
」
に
は
辻
邦
生
と
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
や
マ
ン
に
つ
い
て
の

対
談
の
こ
と
等
、
日
常
生
活
の
出
来
事
を
率
直
に
伝
え
て
い
る
。
ま
た
、
昭
和

四
十
四
年
は
、
特
に
七
月
か
ら
年
末
に
か
け
て
、
躁
状
態
（
マ
ニ
ー
）
が
続
い

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
し
ば
し
ば
自
ら
の
精
神
状
態
に
つ
い
て
自
己
診
断
結
果

が
記
さ
れ
、
望
月
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

ⅱ　

執
筆
当
時
の
精
神
的
状
況

杜
夫
は
、
昭
和
四
十
三
年
四
月
か
ら
六
月
中
旬
ま
で
活
動
的
に
ア
メ
リ
カ
を

旅
行
し
、九
月
頃
よ
り
年
末
に
か
け
て
鬱
状
態
に
な
っ
た
。
翌
昭
和
四
十
四
年
、

三
月
に
は
再
び
活
動
的
に
な
り
、
遠
藤
周
作
主
宰
の
樹
座
に
主
役
ハ
ム
レ
ッ
ト

と
し
て
出
演
、
七
月
は
ア
ポ
ロ
11
号
の
取
材
の
た
め
に
朝
日
新
聞
社
よ
り
ア
メ

リ
カ
に
派
遣
さ
れ
、
か
ぐ
や
姫
の
子
孫
と
称
し
て
月
乞
食
を
試
み
る
な
ど
、
奇

想
天
外
な
行
動
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
更
に
そ
の
後
は
引
き
続
き
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

か
ら
ロ
ン
ド
ン
、
パ
リ
へ
と
移
動
、
辻
邦
生
と
合
流
し
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
に
行
き
、

ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
墓
に
詣
で
た
。
八
月
中
旬
に
は
一
旦
帰
国
す
る
も
の
の
、

十
月
に
は
再
び
ヤ
ッ
プ
島
、
グ
ア
ム
島
を
旅
行
し
て
帰
国
し
た
。
昭
和
四
十
四

年
の
資
料
「
05
」
～
「
13
」
は
そ
の
直
後
か
ら
の
書
簡
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
書

簡
は
、
杜
夫
が
自
ら
を
精
神
科
の
医
者
の
視
点
で
見
つ
め
、
当
面
の
精
神
的
状

況
に
つ
い
て
随
所
に
自
己
診
断
を
加
え
な
が
ら
書
い
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ

る
。資

料
「
05
」
で
は
「
マ
ニ
ー
で
発
狂
状
態
で
す
」「
今
、
発
狂
状
態
で
す
の

で
ゴ
ブ
レ
イ
お
許
し
下
さ
い
」「
い
ま
、発
狂
状
態
で
す
」「
こ
ん
な
バ
カ
」「
マ

ニ
ー
で
発
狂
中
の
先
生
の
小
さ
な
教
え
子
」、「
06
」
で
は
「
ま
だ
マ
ニ
ー
で
（
体

は
へ
ば
っ
て
ま
す
が
）
い
ろ
い
ろ
ガ
シ
ャ
〳
〵
と
ヤ
っ
て
、
カ
ン
ジ
ン
の
仕
事

ち
っ
と
も
し
ま
せ
ん
」、「
08
」
で
は
「
ま
だ
マ
ニ
ー
で
丁
寧
に
拜
読
で
き
ま
せ

ん
。」、「
12
」
で
は
「
ソ
ウ
病
（
末
期
で
ヘ
ト
ヘ
ト
）
の
最
後
の
気
力
」、「
13
」

で
は
「（
ウ
ツ
病
に
な
り
か
か
っ
た
）
斉
藤
宗
吉
」
等
の
自
己
診
断
を
散
見
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
書
簡
は
、
文
字
が
乱
れ
た
り
崩
れ
た
り
し
判
読
が
難
し
い
も
の



リルケと北杜夫　其の三  ――  望月市恵宛、齋藤宗吉未公開書簡 ――125

や
、杜
夫
特
有
の
片
仮
名
表
記
等
が
多
く
目
に
つ
く
。
特
に
、資
料
「
06
」「
07
」

「
08
」「
09
」「
11
」
の
葉
書
表
面
の
宛
先
住
所
や
宛
名
に
は
平
仮
名
ま
た
は
片
仮

名
で
ル
ビ
が
ふ
ら
れ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
、
崩
れ
た
文
字
で
あ
っ
て
も
郵
便
が
届

く
よ
う
に
配
慮
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
文
面
か
ら
は
次
々
と
言
い

た
い
こ
と
が
浮
か
ん
で
く
る
よ
う
な
印
象
が
あ
り
、
裏
面
だ
け
で
は
足
り
ず
、

表
に
小
さ
い
文
字
で
隙
間
な
く
書
い
て
い
る
書
簡
も
目
に
つ
く
（
資
料
「
05
」

「
09
」「
11
」）。

ⅲ　

書
簡
の
解
釈

昭
和
四
十
四
年
の
現
存
し
て
い
る
書
簡
は
九
点
で
あ
る
が
、
実
際
は
他
に

も
存
在
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
資
料
「
08
」
は

「
怖
る
べ
き
狂
人
」
で
終
わ
っ
て
い
る
が
、「
09
」
は
、
突
然
「
ト
ニ
オ
ク
レ
ー

ガ
ー
」
の
翻
訳
の
話
題
に
移
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
09
」
の
表
面
に
は
宛
名
の
隣

に
あ
え
て
②
と
あ
り
、
裏
面
本
文
の
書
き
出
し
に
は
「
二
伸
」
と
あ
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
「
08
」（
11
／
6
）
と
「
09
」（
11
／
17
）
の
間
に
は
も

う
一
通
あ
っ
た
が
、
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
推
察
す
る
。

本
資
料
全
二
十
三
点
の
う
ち
、
昭
和
四
十
四
年
の
四
点
、
資
料
「
08
」「
10
」

「
11
」「
13
」
の
文
章
表
記
を
み
る
と
、
他
の
資
料
に
は
見
ら
れ
な
い
共
通
す
る

表
現
方
法
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
書
簡
中
で
段
落
の
最
初
に
「
○
」
を
置
く

ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。
こ
の
ス
タ
イ
ル
は
、
茂
吉
が
手
紙
を
書
く
と
き
に
し
ば
し

ば
用
い
た
ス
タ
イ
ル
で
、
杜
夫
は
松
本
高
校
時
代
に
茂
吉
か
ら
こ
の
ス
タ
イ
ル

の
手
紙
を
受
け
取
っ
て
お
り
、
茂
吉
と
類
似
し
て
い
る
。
杜
夫
は
マ
ニ
ー
の
状

態
下
で
、
無
意
識
に
段
落
分
け
に
茂
吉
流
の
○
を
用
い
た
可
能
性
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

躁
状
態
の
ピ
ー
ク
期
に
あ
っ
た
昭
和
四
十
四
年
夏
以
降
の
杜
夫
は
、
そ
の
内

面
の
混
乱
や
不
満
、怒
り
な
ど
発
狂
の
状
態
下
に
あ
っ
て
、あ
え
て
そ
れ
を
び
っ

し
り
と
偽
り
な
く
、
書
体
や
文
体
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
そ
の
時
々
の
様
子
を
率
直

に
葉
書
に
伝
え
て
い
る
。
こ
れ
は
、
杜
夫
の
医
師
と
し
て
の
自
己
認
識
の
高
さ

と
同
時
に
、
そ
れ
を
理
解
し
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
敬
愛
す
る
恩
師
望
月
へ
の
信

頼
に
も
と
づ
く
誠
実
な
吐
露
で
あ
っ
た
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
3
）　
第
Ⅲ
期
（
昭
和
四
十
五
年
～
昭
和
六
十
年
）

ⅰ　

内
容
の
特
徴
的
傾
向

資
料
「
14
」（
昭
和
45
）
か
ら
資
料
「
23
」（
昭
和
60
）
は
、
望
月
六
十
九
歳

か
ら
八
十
四
歳
の
晩
年
（
平
成
三
年
、
九
十
歳
逝
去
）
に
、
杜
夫
（
四
十
三
歳

か
ら
五
十
八
歳
）
が
送
っ
た
葉
書
七
点
、
手
紙
三
点
、
計
十
点
の
書
簡
で
あ
る
。

そ
の
間
十
五
年
で
あ
る
が
、
時
期
的
に
は
第
Ⅰ
・
Ⅱ
期
に
続
く
昭
和
四
十
五
年

か
ら
四
十
六
年
の
二
点
（「
14
」｢

15
」）
と
、
十
年
を
経
て
昭
和
五
十
六
年
か

ら
昭
和
六
十
年
の
折
に
ふ
れ
て
出
さ
れ
た
八
点
（「
16
」
～
「
23
」）
に
大
別
で

き
る
。

「
14
」
は
、
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
望
月
訳
「
ワ
イ
マ
ー
ル
の
ロ
ッ
テ
」
が
新

潮
社
の
『
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
全
集
』
に
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い

る
。
葉
書
の
内
容
か
ら
、
杜
夫
が
望
月
訳
を
預
か
り
新
潮
社
に
相
談
し
て
い
た

も
の
と
み
ら
れ
る
が
、
杜
夫
が
望
月
の
採
用
を
応
援
し
て
い
た
背
景
が
あ
っ
た

と
理
解
で
き
る
。「
15
」
は
喜
美
子
と
連
名
の
年
賀
状
で
あ
る
。

「
16
」（
昭
和
56
）
は
「
新
潮
」
の
「
輝
け
る
碧
き
空
の
下
で
」
の
第
一
部
脱

稿
直
後
の
報
告
で
あ
り
、
自
身
の
作
品
に
対
し
て
「
く
だ
ら
ぬ
雑
文
」
と
自
嘲

す
る
一
方
で
、
自
信
作
『
楡
家
の
人
び
と
』
や
、
漱
石
の
「
猫
」「
坊
ち
ゃ
ん
」

を
例
に
、
他
者
評
価
に
も
言
及
し
て
い
る
。
本
書
簡
は
、
喜
美
子
の
手
紙
二
通

も
同
封
さ
れ
て
お
り
、
久
し
ぶ
り
に
家
族
で
上
高
地
へ
行
っ
た
が
、
大
学
一
年

の
由
香
の
学
業
も
あ
り
、
望
月
宅
を
訪
問
で
き
な
か
っ
た
事
情
等
を
伝
え
て
い

る
。
ま
た
、「
19
」（
昭
和
57
）
に
は
「
来
年
二
月
号
か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
の
小

説
の
二
部
を
始
め
ま
す
」
と
執
筆
の
予
定
を
伝
え
、「
23
」（
昭
和
60
）
に
は
、

第
二
部
が
終
了
し
た
ら
望
月
を
訪
問
し
た
い
と
記
さ
れ
て
お
り
、『
輝
け
る
碧
き
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空
の
下
で
』
に
関
連
す
る
内
容
が
散
見
で
き
る
。「
17
」（
昭
和
56
）
は
万
能
ハ

ガ
キ
を
使
用
し
て
お
り
、
う
つ
状
態
の
中
母
の
フ
ラ
ン
ス
旅
行
に
同
行
し
、
帰

国
直
後
の
報
告
で
あ
る
。「
18
」（
昭
和
59
）
と
「
23
」（
昭
和
60
）
に
は
、望
月

訳
『
ヨ
ゼ
フ
と
そ
の
兄
弟
』
の
筑
摩
書
房
か
ら
の
出
版
が
決
定
し
た
喜
び
、
第

一
巻
が
出
版
さ
れ
受
け
取
っ
た
喜
び
が
そ
れ
ぞ
れ
伝
え
ら
れ
て
い
る
。「
18
」の

文
面
よ
り
、
望
月
は
こ
れ
以
前
の
書
簡
で
、
杜
夫
に
小
塩
と
共
訳
で
出
版
し
た

い
希
望
を
伝
え
た
と
思
わ
れ
る
。
行
間
か
ら
は
、
杜
夫
が
望
月
と
小
塩
、
更
に

は
出
版
社
と
の
仲
介
役
に
な
っ
て
い
た
と
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
20
」（
昭
和
57
）
は
、
杜
夫
が
「
松
高
入
学
の
こ
ろ
」（『
信
濃
毎
日
新
聞
』

夕
刊
、
昭
和
57
・
12
）
の
記
事
を
目
に
し
、「
先
生
に
も
学
生
時
代
が
あ
っ
た

か
と
い
う
、
一
種
奇
妙
な
思
い
」
を
記
し
て
い
る
。「
21
」（
昭
和
59
）
は
好
物

の
甘
露
煮
の
お
礼
。「
22
」
は
、「
先
生
の
お
手
紙
を
讀
ん
で
」
と
あ
る
こ
と
か

ら
、
お
そ
ら
く
望
月
が
二
男
厚
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
手
紙
で
杜
夫
に
伝
え
た

と
察
す
る
。
杜
夫
は
厚
の
死
を
悼
み
な
が
ら
も
、『
ヨ
ゼ
フ
と
そ
の
兄
弟
』
に
つ

い
て
、「
新
し
い
お
子
さ
ま
が
お
生
れ
に
な
っ
た
お
つ
も
り
で
、
ぜ
ひ
と
も
長
生

き
さ
れ
て
く
だ
さ
い
」
と
望
月
を
い
た
わ
り
、
気
遣
っ
た
内
容
で
あ
る
。

ま
た
、精
神
状
態
に
関
す
る
記
述
は
、「
14
」「
16
」「
17
」「
18
」「
19
」「
21
」

「
22
」「
23
」
に
見
ら
れ
、
多
く
の
書
簡
に
望
月
の
安
否
や
健
康
へ
の
気
遣
い
と

と
も
に
、
自
身
の
健
康
状
態
を
記
し
て
い
る
。

ⅱ　

執
筆
当
時
の
精
神
的
状
況

昭
和
四
十
五
年
の
「
年
譜
」
に
よ
る
と
「
こ
の
年
の
前
半
は
、
重
い
鬱
だ
っ

た
が
、
六
月
に
躁
に
転
じ
」
と
あ
る
。
し
か
し
、
十
一
月
「
二
十
五
日
、
三
島

由
紀
夫
が
市
ヶ
谷
陸
上
自
衛
隊
本
部
に
乱
入
し
、
自
刃
」
す
る
と
「
そ
の
衝
撃

で
、
深
い
鬱
期
に
陥
り
、
一
ヵ
月
半
ほ
ど
寝
て
ば
か
り
の
状
態
と
な
る
」
と
あ

る
。
資
料
「
14
」（
昭
和
45
・
6
）
に
は
、「
一
月
中
旬
よ
り
ウ
ツ
が
ひ
ど
く
、

か
つ
キ
ミ
コ
と
も
ケ
ン
カ
し
た
り
し
て
、五
月
中
旬
ま
で
ひ
ど
い
狀
態
で
し
た
。

只
今
、
や
っ
と
ウ
ツ
か
ら
脱
し
、
家
庭
の
ほ
う
も
万
事
、
無
事
と
な
り
ま
し
た
」

と
、
先
の
Ⅱ
期
と
同
様
、
自
己
診
断
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
「
年
譜
」
は

昭
和
五
十
二
年
で
終
了
し
て
お
り
、
各
年
度
の
杜
夫
の
精
神
状
態
の
詳
細
を
知

る
こ
と
は
難
し
い
。

Ⅲ
期
の
書
簡
群
に
は
、
先
の
「
14
」
に
続
き
、
以
下
の
よ
う
に
杜
夫
の
自
己

診
断
に
よ
る
精
神
状
態
の
記
述
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。「
16
」（
昭
和
56
・

6
）
に
は
「
去
年
末
の
躁
が
三
月
で
終
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
」「
ウ
ツ
病
の
薬
を

飲
ん
で
青
息
吐
息
の
生
活
で
す
」
と
あ
る
。
杜
夫
は
前
年
、
昭
和
五
十
五
年
に

自
宅
を
「
マ
ン
ボ
ウ
・
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
・
セ
タ
ガ
ヤ
・
マ
ブ
ゼ
共
和
国
」
と
し

て
日
本
か
ら
独
立
す
る
こ
と
を
考
え
る
が
、「
16
」
は
そ
の
活
動
的
で
マ
ニ
ー

な
状
態
が
一
旦
収
束
し
て
い
っ
た
こ
と
を
現
わ
し
て
い
る
。「
17
」（
昭
和
56
・

12
）
に
は
「
小
生
、
ウ
ツ
で
し
た
の
に
、
母
が
フ
ラ
ン
ス
の
新
幹
線
に
乗
り
た

い
と
云
い
だ
し
、
伴
を
し
て
昨
夜
帰
国
し
た
と
こ
ろ
で
、
乱
筆
失
礼
致
し
ま
す
」

と
あ
る
。「
18
」（
昭
和
57
・
11
）
に
は
「
こ
の
と
こ
ろ
ず
っ
と
ウ
ツ
で
気
力
が

ま
っ
た
く
な
い
狀
態
で
し
た
の
で
申
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
（
中
略
）
小
生
の

ウ
ツ
は
時
期
が
く
れ
ば
治
り
ま
す
か
ら
御
心
配
は
不
要
で
す
」
と
あ
る
。「
19
」

（
昭
和
57
・
12
）
に
は
「
ウ
ツ
で
少
し
よ
く
な
り
」
と
、「
輝
け
る
碧
き
空
の
下

で
」（「
新
潮
」）
の
第
二
部
執
筆
前
の
状
況
を
伝
え
て
い
る
。

ま
た
、「
北
杜
夫
略
年
譜
」（
図
録
「
企
画
展　

北
杜
夫
展
―
―
ユ
ー
モ
ア
が

あ
る
の
は
人
間
だ
け
で
す
―
―
」（
山
梨
県
立
文
学
館
））の
昭
和
五
十
八
年（
杜

夫
五
十
六
歳
）
に
は
「
十
月
、
家
で
倒
れ
短
時
間
意
識
を
失
う
。
病
院
で
検
査

を
受
け
、
節
酒
、
節
煙
、
減
睡
眠
薬
に
努
め
る
」
と
あ
る
。「
21
」（
昭
和
59
・

1
）
に
は
「
小
生
、
眠
剤
を
禁
じ
ら
れ
て
し
ま
い
、
そ
の
た
め
よ
く
眠
れ
ま
せ

ん
」、「
22
」（
昭
和
59
・
3
）
に
は
「
ち
ょ
っ
と
体
を
こ
わ
し
て
お
り
ま
し
て

（
中
略
）
今
、
眠
剤
を
禁
じ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
眠
れ
ず
、
ど
う
し
て
も
う
ま

く
書
け
ま
せ
ん
」、「
23
」（
昭
和
60
・
5
）
に
は
「
小
生
、
ア
ル
コ
ー
ル
と
眠
剤
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を
制
限
さ
れ
て
し
ま
い
、
よ
く
眠
れ
ず
少
々
へ
ば
っ
て
お
り
ま
す
」
と
、
そ
れ

ぞ
れ
当
時
の
杜
夫
の
精
神
的
状
況
が
記
さ
れ
て
い
る
。

ⅲ　

書
簡
の
解
釈

Ⅲ
の
書
簡
群
の
解
釈
で
は
、
ま
ず
「
新
潮
」
の
「
輝
け
る
碧
き
空
の
下
で
」

の
第
一
部
、
第
二
部
の
執
筆
は
、
非
常
に
苦
心
し
た
力
作
で
あ
っ
た
点
に
注
目

し
て
み
た
い
。「
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
の
小
説
を
終
え
て
」（「
あ
と
が
き
」（『
輝
け

る
碧
き
空
の
下
で　

第
二
部
』）
に
は
、
膨
大
な
取
材
に
も
と
づ
く
資
料
の
収

集
、
事
実
の
確
認
等
の
苦
労
話
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
間
の
資
料
（「
16
」

「
19
」「
23
」）
で
は
、
第
一
部
の
脱
稿
の
際
（「
16
」）、
第
二
部
に
取
り
か
か
る

前
（「
19
」）、
第
二
部
が
終
了
す
る
直
前
（「
23
」）
等
、
何
れ
も
う
つ
状
態
や
禁

酒
、
禁
煙
、
減
睡
眠
薬
の
状
況
の
中
で
望
月
に
そ
の
状
況
を
伝
え
て
い
る
。
こ

の
こ
と
は
、
望
月
が
、
作
品
執
筆
に
お
い
て
、
杜
夫
に
と
っ
て
大
き
な
心
の
よ

り
ど
こ
ろ
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
る
。

一
方
、
晩
年
の
望
月
に
と
っ
て
も
、
生
涯
の
仕
事
の
集
大
成
と
も
言
え
る

『
ヨ
ゼ
フ
と
そ
の
兄
弟
』
の
小
塩
と
の
共
訳
出
版
は
も
と
よ
り
、「
ワ
イ
マ
ー
ル

の
ロ
ッ
テ
」
の
『
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
全
集
』（
新
潮
社
）
採
用
の
相
談
等
、
杜
夫

に
依
頼
し
て
い
た
時
期
が
あ
り
、
杜
夫
を
心
の
支
え
と
し
て
い
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

Ⅲ
の
書
簡
群
は
年
数
的
に
は
十
五
年
と
い
う
区
切
り
で
あ
り
、
そ
の
間
、
杜

夫
に
は
海
外
旅
行
や
母
の
死
去
等
、
望
月
に
は
退
官
後
の
生
活
や
二
男
厚
の
死

去
等
、
双
方
に
人
生
の
大
き
な
出
来
事
が
あ
っ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
々

に
互
い
の
作
品
の
出
版
を
通
し
て
、
作
家
北
杜
夫
と
し
て
、
ド
イ
ツ
文
学
者
望

月
市
恵
と
し
て
、
共
に
敬
愛
し
合
い
、
深
く
強
い
相
互
扶
助
の
関
係
が
あ
っ
た

と
解
釈
で
き
る
書
簡
群
で
あ
る
。

２
　
書
簡
の
文
学
的
価
値

現
存
し
て
い
る
望
月
市
恵
宛
、
齋
藤
宗
吉
の
書
簡
は
二
十
三
通
（
昭
和
四
十

年
か
ら
昭
和
六
十
年
）
と
限
ら
れ
て
い
る
が
、
東
北
大
学
時
代
か
ら
『
楡
家
の

人
び
と
』
が
刊
行
さ
れ
る
昭
和
三
十
九
年
ま
で
に
、
望
月
が
丸
め
て
投
げ
て
し

ま
っ
た
書
簡
を
加
え
る
と
、
実
際
は
少
な
く
と
も
そ
の
数
倍
の
数
が
あ
っ
た
と

推
察
す
る
。
杜
夫
は
、
望
月
と
の
交
流
の
中
で
、
そ
の
心
中
の
不
安
定
な
状
況

を
受
け
止
め
て
も
ら
い
、
時
々
の
躁
う
つ
病
を
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
自
身
の
精

神
状
態
を
保
ち
つ
つ
、当
時
作
品
を
執
筆
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
望
月

市
恵
宛
、
齋
藤
宗
吉
未
公
開
書
簡
」
二
十
三
点
は
、
以
下
の
根
拠
か
ら
、
そ
の

証
拠
と
な
る
重
要
な
書
簡
群
で
あ
り
、
杜
夫
の
作
品
執
筆
の
舞
台
裏
を
解
き
明

か
す
文
学
的
に
非
常
に
価
値
の
高
い
書
簡
群
で
あ
る
と
考
え
る
。

根
拠
一
、
杜
夫
が
自
身
の
躁
う
つ
病
の
精
神
状
態
を
つ
ぶ
さ
に
書
簡
に
書
き

残
し
て
い
る
こ
と
。

根
拠
二
、
望
月
宛
の
書
簡
は
あ
る
と
き
は
断
続
的
に
、
ま
た
あ
る
と
き
は
集

中
的
に
書
か
れ
て
お
り
、
明
ら
か
に
望
月
と
相
互
に
書
簡
の
や
り
と

り
が
あ
っ
た
と
分
か
る
痕
跡
が
書
簡
文
面
の
随
所
に
見
受
け
ら
れ
る

こ
と
。

根
拠
三
、
杜
夫
が
出
版
す
る
著
作
物
に
つ
い
て
事
前
に
望
月
に
打
ち
明
け
て

い
た
り
、
望
月
も
自
身
の
著
作
物
を
贈
っ
た
り
し
て
お
り
、
互
い
に

作
品
の
出
版
に
際
し
て
親
密
な
交
流
が
あ
り
、
相
互
に
扶
助
し
て
い

る
こ
と
。

根
拠
四
、
望
月
の
翻
訳
作
品
に
対
し
て
、
杜
夫
が
暴
言
も
含
め
て
苦
言
を
述

べ
て
も
、
そ
れ
を
受
け
止
め
て
返
信
す
る
望
月
の
大
き
な
包
容
力
が

読
み
と
れ
る
こ
と
。

杜
夫
の
本
書
簡
群
は
、
表
現
形
式
や
文
字
表
現
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
の
な
さ
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が
随
所
に
表
れ
て
い
る
。
そ
の
文
面
は
自
由
奔
放
で
あ
り
、
片
仮
名
表
記
や
平

仮
名
表
記
に
も
、
そ
の
時
々
の
精
神
状
態
に
よ
っ
て
変
化
が
見
ら
れ
、
表
記
に

は
あ
ま
り
頓
着
し
て
い
な
い
。
躁
う
つ
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ
て
、
杜
夫
は

あ
ふ
れ
出
す
よ
う
に
内
面
の
言
葉
を
紡
い
で
お
り
、
あ
り
の
ま
ま
の
文
体
が
残

さ
れ
て
い
る
。
本
書
簡
群
は
、
北
杜
夫
文
学
作
品
を
理
解
し
て
い
く
上
で
重
要

な
資
料
で
あ
る
。

　
　
　
お
わ
り
に

杜
夫
は
「
わ
が
師
わ
が
恩　

こ
の
人
な
か
り
せ
ば
」（『
い
ま
、
信
州
教
育
を

問
う
』（
第
二
号
、1992

）
に
、
以
下
の
よ
う
な
追
悼
の
言
葉
「
悼　

望
月
市

恵
先
生
―
―
「
教
」
よ
り
「
育
」
の
人
―
―
」
を
寄
せ
て
い
る
。

こ
の
世
に
は
望
月
先
生
の
名
訳
リ
ル
ケ
の
「
マ
ル
テ
の
手
記
」、
ト
ー
マ

ス
・
マ
ン
の
「
魔
の
山
」
な
ど
多
く
の
訳
書
に
よ
り
、
ド
イ
ツ
文
学
に
親
し

ま
れ
た
方
も
多
か
ろ
う
。
そ
の
先
生
が
先
だ
っ
て
亡
く
な
ら
れ
た
。

九
十
歳
と
い
う
御
高
齢
で
あ
っ
た
か
ら
天
寿
を
ま
っ
と
う
さ
れ
た
と
も
言

え
る
が
、
旧
制
静
岡
高
校
、
旧
制
松
本
高
校
、
信
州
大
学
な
ど
の
多
く
の
教

え
子
た
ち
は
、
実
の
親
を
失
っ
た
と
同
様
、
こ
の
う
え
な
い
寂
し
さ
を
抱
い

た
こ
と
と
思
う
。
そ
の
末
尾
に
い
る
の
が
私
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
先
生
は
も
と
よ
り
学
問
も
懇
切
に
教
え
ら
れ
た
が
、
な
に
よ

り
も
「
教
」
よ
り
も
「
育
」
を
、
冗
談
め
か
し
た
さ
り
げ
な
い
会
話
を
通
し

て
私
た
ち
に
さ
ず
け
て
く
だ
さ
っ
た
方
だ
か
ら
で
あ
る
（
後
略
）。（P.49

）

生
前
、
書
簡
を
処
分
し
て
し
ま
う
こ
と
が
多
か
っ
た
と
い
う
望
月
市
恵
に
し

て
、唯
一
、二
十
三
通
の
書
簡
が
現
存
し
て
い
る
こ
と
は
ま
さ
に
奇
跡
的
な
こ
と

で
あ
る
。
ま
た
そ
の
貴
重
な
書
簡
を
望
月
昭
子
氏
が
保
管
継
承
さ
れ
て
い
た
こ

と
、
安
曇
野
市
公
文
書
館
館
長
の
平
沢
重
人
氏
の
仲
介
を
賜
り
望
月
家
を
訪
問

さ
せ
て
い
た
だ
き
多
く
の
資
料
と
の
邂
逅
に
恵
ま
れ
た
こ
と
等
、
あ
り
が
た
い

出
会
い
が
重
な
り
本
論
考
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

本
論
考
に
掲
載
す
る
資
料
の
著
作
権
に
関
連
し
、
齋
藤
宗
吉
書
簡
に
つ
い
て

は
、
令
和
四
年
九
月
十
三
日
、
齋
藤
喜
美
子
夫
人
よ
り
許
諾
を
い
た
だ
い
た
。

更
に
、
杜
夫
の
書
簡
文
書
の
判
読
に
際
し
て
、
喜
美
子
夫
人
、
齋
藤
由
香
氏
に

多
大
な
ご
助
言
を
賜
っ
た
。
加
え
て
、
望
月
市
恵
肖
像
写
真
に
つ
い
て
は
、
令

和
四
年
十
月
五
日
、
望
月
昭
子
氏
よ
り
許
諾
を
い
た
だ
い
た
。

齋
藤
喜
美
子
夫
人
、
齋
藤
由
香
氏
、
望
月
昭
子
氏
、
平
沢
重
人
氏
に
、
心
よ

り
深
謝
の
意
を
表
す
る
。

ま
た
、
第
一
次
活
字
化
資
料
作
成
者
の
調
査
に
際
し
て
は
、
斎
藤
国
夫
氏
、

高
橋
徹
氏
の
ご
助
言
を
得
た
。
更
に
、資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
際
し
て
は
、（
有
）

ル
ッ
ク
ス
の
田
中
孝
和
氏
の
ご
協
力
を
得
た
。
重
ね
て
、感
謝
の
意
を
表
す
る
。
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注

⑴　

杜
夫
は
昭
和
四
十
年
五
月
、松
本
高
校
の
先
輩
小
谷
隆
一
が
隊
長
を
す
る
京
都
府
山
岳

登
山
連
盟
の
西
部
カ
ラ
コ
ル
ム
・
デ
ィ
ラ
ン
峰
登
山
隊
に
医
師
と
し
て
参
加
し
た
。
第
一

ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
や
高
度
三
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
第
一
キ
ャ
ン
プ
に
滞
在
し
た
が
、一
度

だ
け
四
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で
随
行
す
る
も
の
の
、登
頂
は
失
敗
し
七
月
中
旬
に
帰
国
し

た
。
こ
の
体
験
を
も
と
に
、
翌
年
昭
和
四
十
一
年
十
一
月
、
純
文
学
書
き
下
ろ
し
作
品

『
白
き
た
お
や
か
な
峰
』（
新
潮
社
）
を
刊
行
し
た
。「
年
譜
」
に
よ
る
と
、「
五
月
一
日

（
杜
夫
の
誕
生
日　

筆
者
記
）
を
期
し
て
」
執
筆
を
開
始
し
た
と
あ
り
、
杜
夫
は
そ
の
五

か
月
前
に
既
に
望
月
に
執
筆
開
始
を
打
ち
明
け
、
構
想
を
練
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

⑵　

ア
ー
ダ
ン
ベ
ル
ト
・
シ
ュ
テ
ィ
フ
タ
ー
作
、
望
月
市
恵
訳
『
水
晶
・
み
か
げ
石
・
喬
木

林
』（
白
水
社
、
昭
和
40
・
11
・
20
）、
刊
行
後
ま
も
な
く
望
月
は
新
刊
を
杜
夫
に
送
り
、

早
々
に
杜
夫
が
書
い
た
礼
状
で
あ
る
。

⑶　

望
月
の
「
北
杜
夫
の
こ
と
ど
も
」（『
糸
魚
川
街
道
』）
に
よ
る
と
、
ド
イ
ツ
語
の
授
業

で
読
ん
で
い
た
「
水
晶
」
に
ま
つ
わ
る
杜
夫
の
思
い
出
が
以
下
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い

る
。

　

シ
ュ
テ
ィ
フ
タ
ー
の
『
水
晶
』
を
読
ん
で
い
た
が
、斎
藤
君
は
そ
の
一
部
分
を
七
五

調
の
名
調
子
に
訳
し
て
来
た
が
、
当
て
ら
れ
な
く
て
、
切
歯
扼
腕
し
た
そ
う
で
あ
る
。

（P.92

）

⑷　
「
年
譜
」
に
よ
る
と
、
杜
夫
は
昭
和
三
十
九
年
に
『
楡
家
の
人
び
と
』（
新
潮
社
、
昭
和

39
・
4
・
5
）
を
刊
行
し
、
十
一
月
、
同
書
に
よ
り
第
十
八
回
毎
日
出
版
文
化
賞
を
受
賞

し
た
。
杜
夫
は
こ
の
年
よ
り
兄
の
医
院
の
診
察
を
週
一
回
月
曜
日
と
し
、
そ
の
後
昭
和

四
十
年
年
末
に
斎
藤
神
経
科
医
院
で
の
定
期
検
診
を
や
め
文
筆
業
に
専
念
す
る
よ
う
に

な
る
。
本
書
簡
は
、
そ
の
決
定
時
期
と
一
致
し
て
い
る
。

⑸　
「
瘋
癲
寮
の
終
末
」（『
ど
く
と
る
マ
ン
ボ
ウ
青
春
記
』）
に
は
、杜
夫
が
松
本
高
校
二
年

の
学
年
末
の
頃
、
西
寮
末
期
の
一
現
象
と
し
て
「
太
陽
党
」
と
い
う
あ
や
し
げ
な
集
団

が
発
生
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
プ
ラ
ト
ン
の
『
饗
宴
』
に
よ
り
、

男
は
太
陽
の
子
孫
、
女
は
地
球
の
子
孫
、
両
性
を
分
有
し
て
い
る
ア
ン
ド
ロ
ギ
ュ
ノ
ス

は
月
の
子
孫
で
あ
り
、
杜
夫
を
含
め
た
数
名
が
太
陽
党
（
ゾ
ン
ネ
・
パ
ル
タ
イ
、
独
語
）

を
作
り
少
年
愛
を
誓
い
合
っ
た
。
杜
夫
ら
は
望
月
の
と
こ
ろ
へ
遊
び
に
行
き
、得
意
気
に

謂
れ
因
縁
を
表
明
す
る
と
「
古
形
だ
と
ゾ
ン
ネ
ン
・
パ
ル
タ
イ
の
ほ
う
が
い
い
で
す
ね
」

（『
北
杜
夫
全
集
13
』PP.65-66

）
と
返
さ
れ
、
益
々
「
ゾ
ン
ネ
ン
・
パ
ル
タ
イ
」
で
悦

に
入
っ
た
。

⑹　

 Briefe （
独
） Brief

手
紙
、
書
簡
の
複
数
形
。（『
ア
ク
セ
ス
独
和
辞
典　

第
3
版
』）

⑺　

 Größenw
ahn

（
独
）
誇
大
妄
想
。（『
ア
ク
セ
ス
独
和
辞
典　

第
3
版
』）

⑻　

躁
う
つ
病
と
は
、「［
英
］manic depressive psychosis [

独] m
anisch-depressive 

Psychose

統
合
失
調
と
な
ら
ぶ
二
大
（
内
因
性
）
精
神
病
の
一
つ
。
躁
状
態
あ
る
い
は

う
つ
状
態
と
い
う
気
分
の
障
害
を
基
盤
と
す
る
病
態
が
明
確
な
病
期
（epi-sode

）
を

限
っ
て
交
代
性
ま
た
は
周
期
性
に
出
現
し
ふ
つ
う
病
期
経
過
後
に
人
格
欠
陥
を
残
さ
ず

に
完
全
な
回
復
に
至
る
。
気
分
（
感
情
）
障
害
（m

ood[ affective] disorder

）、感
情

病
（affective psychose

）、
相
性
（polarity

）
に
注
目
し
て
双
極
性
（
感
情
）
障
害

（bipolar [affective] disorder

）
や
循
環
精
神
病
（zirkulares Irresein

）
な
ど
と
も

呼
ば
れ
る
。『
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
全
集
』
に
す
で
に
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
と
マ
ニ
ー
の
記
載
が
あ

り
、
当
時
の
体
液
学
説
か
ら
黒
胆
汁
の
過
剰
が
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
、（
黄
）
胆
汁
の
過
剰
が

マ
ニ
ー
を
引
き
起
こ
す
と
考
え
ら
れ
た
（
こ
れ
ら
の
用
語
は
、現
代
と
全
く
同
義
で
は
な

い
）。
そ
の
後
、
ロ
ー
マ
時
代
の
医
師Are-taios

は
、
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
は
マ
ニ
ー
の
一
部

で
同
じ
人
物
に
交
互
に
現
れ
る
と
指
摘
し
、KraepelinE

の
先
駆
と
な
っ
た
。」（『
現
代

精
神
医
学
事
典
』（
弘
文
社
、
平
成
23
・
10
・
15
）
と
あ
る
。
精
神
科
の
医
師
で
あ
っ
た

杜
夫
は
、
こ
れ
ら
の
医
学
的
知
識
を
ふ
ま
え
て
、「
マ
ニ
ー
」（
躁
）
を
日
常
用
い
て
い
た

と
考
え
る
。

⑼　

昭
和
四
十
四
年
の
夏
、
躁
状
態
の
杜
夫
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
渡
欧
し
、
七
月
三
十
一
日
に

パ
リ
で
松
本
高
校
か
ら
の
友
人
辻
邦
生
と
落
ち
合
っ
た
。
翌
、八
月
一
日
に
特
急
列
車
Ｔ

Ｅ
Ｅ
に
乗
っ
て
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
に
行
き
駅
前
の
ホ
テ
ル
に
泊
ま
っ
た
。
翌
八
月
二
日
、二

人
は
マ
ン
が
晩
年
を
送
っ
た
キ
ュ
ス
ナ
ハ
ト
か
ら
、
遊
覧
船
で
キ
ル
ヒ
ベ
ル
ク
へ
行
き
、
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マ
ン
の
墓
に
詣
で
た
。
当
時
の
様
子
は
「
マ
ン
の
墓
に
詣
で
て
」（『
北
杜
夫
・
辻
邦
生
対

談
―
―
若
き
日
と
文
学
と
』（
中
央
公
論
社
、
昭
45
・
7
・
10
）
に
詳
し
い
。

⑽　
Schw

achsinn

（
独
）
①
｟
医
学
｠
精
神
薄
弱
②
｟
口
語
｠
ば
か
げ
た
こ
と
。（『
ア
ク

セ
ス
独
和
辞
典　

第
3
版
』）

⑾　

昭
和
四
十
四
年
十
月
、
杜
夫
は
雑
誌
「
太
陽
」
の
取
材
で
、
藤
森
秀
郎
氏
（
カ
メ
ラ

マ
ン
）
と
ヤ
ッ
プ
島
、
グ
ア
ム
島
を
旅
行
し
た
。
前
年
年
末
は
う
つ
状
態
で
あ
っ
た
が
、

四
十
四
年
は
七
月
に
は
ア
ポ
ロ
11
号
の
取
材
に
ア
メ
リ
カ
へ
出
か
け
、八
月
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
、
そ
し
て
帰
国
後
は
ヤ
ッ
プ
島
と
活
動
的
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
は
、
年
末
に
か
け
て
躁

状
態
が
次
第
に
お
さ
ま
っ
て
い
っ
た
。
資
料
「
06
」
で
は
、
ヤ
ッ
プ
島
、
グ
ア
ム
島
か
ら

帰
国
し
て
間
も
な
く
の
頃
、
望
月
に
近
況
報
告
を
し
て
い
る
。

⑿　

望
月
市
恵
訳
『
ブ
ッ
デ
ン
ブ
ロ
ー
ク
家
の
人
び
と
』（
岩
波
書
店
、
昭
和
44
・
9
・
16
）

上
巻
の
第
一
部
、
第
一
章
の
冒
頭
の
以
下
の
会
話
を
、「
教
理
問
答
」
で
あ
る
と
気
づ
か

な
か
っ
た
と
杜
夫
は
謙
虚
に
望
月
に
伝
え
て
い
る
。

「
そ
れ
は
な
ん
で
す
か
。
―
―
そ
れ
は
―
―
な
ん
で
す
か･･････

」

「
そ
う
だ
よ
、
し
っ
か
り
、
そ
れ
が
問
題
だ
よ
、
か
わ
い
い
お
嬢
さ
ん
！
」

（P.9

）

⒀　

注
⑼
に
つ
づ
き
、
杜
夫
は
八
月
三
日
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
に
行
き
、
チ
ロ
ル
の
山
に
登
っ

た
。

⒁　
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
博
士
誕
生
』（
佐
藤
晃
一
訳
、
新
潮
社
、
昭
和
29
・
5
・
25
）
に
よ
る
と
、

「『
ゲ
エ
テ
』
と
は
注
ぎ
出
す
人
、
生
み
出
す
人
、
種
馬
、
雄
（
お
す
）
と
い
う
意
味
で

あ
る
と
敎
え
ら
れ
た
ニ
イ
チ
ェ
が
、
ま
る
で
新
入
生
よ
ろ
し
く
の
感
激
ぶ
り･･････

。」

（P.90

）
と
あ
る
。

⒂　

ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
作
、
望
月
市
恵
訳
『
ブ
デ
ン
ブ
ロ
ー
ク
家
の
人
び
と　

中
』（
岩
波

書
店
、
昭
和
44
・
10
・
16
）

⒃　

杜
夫
が
躁
病
期
に
自
ら
「
マ
ブ
ゼ
」
を
名
乗
る
よ
う
に
な
っ
た
発
端
は
、「
怪
人
マ
ブ

ゼ
博
士
」（『
信
濃
毎
日
新
聞
』
昭
和
48
・
１
・
10
）
に
描
か
れ
て
い
る
。
昭
和
四
十
四

年
、
躁
状
態
で
映
画
「
怪
人
マ
ブ
ゼ
博
士
―
―
怖
る
べ
き
狂
人
」
を
見
て
以
降
、
躁
状
態

で
は
「
マ
ブ
ゼ
」
を
名
乗
る
こ
と
と
し
、紙
に
書
い
て
応
接
間
に
貼
り
だ
し
た
。
そ
し
て

「
怖
る
べ
き
狂
人
」
と
言
い
悦
に
入
っ
た
り
、
自
宅
玄
関
前
に
「
恐
怖
の
恐
人
／
当
家
に

お
り
／
万
人
注
意
！
」
と
立
札
を
書
い
て
立
て
た
り
し
た
。

⒄　

竹
山
道
雄
（1903 –1984

）
は
、
日
本
の
評
論
家
、
ド
イ
ツ
文
学
者
、
小
説
家
。
日

本
芸
術
院
会
員
。
第
一
高
等
学
校
教
授
、
東
京
大
学
教
養
学
部
教
授
な
ど
を
歴
任
し
た
。

⒅　

リ
ル
ケ
作
、
大
山
定
一
訳
『
マ
ル
テ
の
手
記
』（
新
潮
文
庫
、
昭
和
28
・
6
・
10
）

⒆　

ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
作
、
望
月
市
恵
訳
『
ブ
デ
ン
ブ
ロ
ー
ク
家
の
人
び
と　

下
』（
岩
波

書
店
、
昭
和
44
・
11
・
17
）

⒇　

望
月
は
訳
者
「
解
説
」（『
ブ
ッ
デ
ン
ブ
ロ
ー
ク
家
の
人
び
と　

下
』）
の
結
び
に
、
以

下
の
よ
う
な
杜
夫
へ
の
謝
辞
を
述
べ
て
い
る
。杜
夫
は
こ
の
言
葉
に
恐
縮
し
た
も
の
と
考

え
る
。

　

あ
れ
は
い
つ
ご
ろ
の
こ
と
だ
っ
た
ろ
う
か
。汽
車
の
な
か
だ
っ
た
よ
う
に
お
ぼ
え
て

い
る
。
北
杜
夫
さ
ん
が
、「
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
す
べ
て
の
作
品
が
滅
び
て
も
、
ブ
ッ

デ
ン
ブ
ロ
ー
ク
ス
だ
け
は
、
い
つ
ま
で
も
あ
と
に
残
る
だ
ろ
う
。」
と
言
っ
た
こ
と
が

あ
る
。「
ド
ク
ト
ル
（
マ
マ
）・
マ
ン
ボ
ウ
航
海
記
」
が
書
か
れ
る
ず
っ
と
ま
え
の
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
こ
ろ
の
私
は
、
マ
ン
と
聞
く
と
、「
魔
の
山
」
を
す
ぐ
に
連
想
し
た

こ
ろ
で
、
北
さ
ん
の
意
見
に
は
、
少
な
か
ら
ず
不
服
で
あ
っ
た
。
こ
ん
ど
「
ブ
ッ
デ
ン

ブ
ロ
ー
ク
ス
（Buddenbrooks

）」
を
読
み
返
し
て
み
て
、
そ
の
み
ず
み
ず
し
さ
に

驚
く
と
と
も
に
、
バ
ラ
の
蕾
に
バ
ラ
の
花
の
す
べ
て
が
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ト
ー

マ
ス
・
マ
ン
の
す
べ
て
が
す
で
に
含
ま
れ
て
い
る
の
に
驚
か
さ
れ
た
。
マ
ン
の
そ
の
後

の
テ
ー
マ
、
マ
ン
の
ユ
ー
モ
ア
、
マ
ン
の
善
良
さ
、
マ
ン
の
い
わ
ゆ
る
主
導
楽
句
な
ど

が
、
二
十
五
歳
の
長
編
に
、
す
で
に
残
ら
ず
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
訳
が
生
ま
れ
た
の
は
、
斎
藤
宗
吉
さ
ん
（
北
杜
夫
さ
ん
）、
岩
波
の
氷
見
洋
さ

ん
、松
村
秀
一
さ
ん
は
じ
め
み
な
さ
ま
の
御
厚
意
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
改
め

て
深
く
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。（PP.366–367

）
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�　

注
⑼
に
つ
づ
き
、杜
夫
は
辻
邦
生
と
フ
ラ
ン
ス
か
ら
オ
ー
ス
ト
リ
ア
方
面
へ
汽
車
旅
行

を
し
た
と
き
、
久
方
ぶ
り
の
再
会
に
言
葉
も
は
ず
み
、
と
り
と
め
の
な
い
尽
き
ぬ
会
話
を

交
わ
し
な
が
ら
、
二
人
で
共
著
を
出
そ
う
と
い
う
話
が
あ
っ
た
。
秋
に
帰
国
し
た
辻
か

ら
、
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
没
後
十
五
年
を
記
念
し
て
、
対
談
の
誘
い
を
受
け
た
杜
夫
は
早
速

承
知
し
、
初
め
て
「
文
学
対
談
」
を
し
た
。
こ
れ
が
、
昭
和
四
十
五
年
一
月
号
の
『
展

望
』
に
載
っ
た
「
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
を
語
る
」
で
あ
る
。
そ
の
後
、
出
版
社
か
ら
対
談

を
加
え
て
本
に
し
た
い
と
言
わ
れ
、
二
日
に
わ
た
っ
て
対
談
を
し
、
七
月
に
『
北
杜
夫
・

辻
邦
生
対
談
―
―
若
き
日
と
文
学
と
』
を
刊
行
し
た
。
本
資
料
「
10
」（
昭
和
44
／
11
／

21
）
の
「
大
体
談
」
は
、
帰
国
後
の
初
め
て
の
対
談
を
示
し
て
お
り
、
望
月
に
対
談
の
様

子
を
率
直
に
伝
え
て
い
る
。

�　

エ
ー
リ
カ
（Erika M

ann, 1905 – 1969

）
は
、
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
長
女
。
女
優
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
作
家
と
し
て
活
躍
し
た
ほ
か
、
晩
年
の
父
の
よ
き
助
手
で
も
あ
っ

た
。
三
巻
本
マ
ン
の
書
簡
集
の
編
者
。（『
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
日
記1933 – 1934

』、
岩

田
行
一
・
浜
川
祥
枝
・
森
川
俊
夫
訳
（
紀
伊
國
屋
書
店
、
昭
和
60
・
12
・
20
）
に
よ
る
。）

�　
「
年
譜
」
昭
和
四
十
四
年
に
は
、「
七
月
か
ら
の
躁
が
続
き
、
ド
ク
ト
ル
・
マ
ブ
ゼ
と
名

乗
っ
た
り
、秘
書
を
雇
っ
た
り
す
る
」
と
あ
る
。
当
時
の
杜
夫
は
エ
ー
リ
カ
や
ク
ラ
ウ
ス

に
関
心
を
抱
き
英
語
の
原
書
を
読
も
う
と
し
、
新
聞
編
集
局
の
外
報
部
に
例
え
て
、
英
語

に
堪
能
な
秘
書
を
雇
っ
て
い
た
。
今
回
、杜
夫
書
簡
文
字
の
判
読
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

喜
美
子
夫
人
に
よ
る
と
、「
当
時
聖
心
女
子
大
生
を
秘
書
と
し
て
お
願
い
し
て
お
り
ま
し

た
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。

�　
『The Turning Point the Autobiography of Klaus M

ann

』。
ク
ラ
ウ
ス（Klaus 

M
ann, 1906 – 1949

）
は
、
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
と
ユ
ダ
ヤ
系
ド
イ
ツ
人
の
カ
タ
リ
ー

ナ
・
マ
ン
の
間
の
子
。
ド
イ
ツ
・
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
出
身
の
作
家
。
反
ナ
チ
ス
作
家
と
し
て
有

名
。

�　

昭
和
四
十
四
年
の
杜
夫
は
、
夏
以
降
の
躁
状
態
が
つ
づ
き
、
年
末
に
よ
う
や
く
お
さ

ま
っ
て
い
っ
た
も
の
の
、精
神
的
に
は
非
常
に
疲
れ
た
状
態
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
関

連
注
、
⑼
・
⑾
・
⒀
・
⒃
・
� 

参
照
。

�　
『
ワ
イ
マ
ル
の
ロ
ッ
テ
』（1939

）
は
、
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
小
説
。
ゲ
ー
テ
の
『
若

き
ウ
ェ
ル
テ
ル
の
悩
み
』（1774

）
の
ヒ
ロ
イ
ン
、
ロ
ッ
テ
の
モ
デ
ル
、
シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ

と
ゲ
ー
テ
と
の
四
十
年
越
し
の
再
会
を
扱
っ
た
作
品
で
あ
る
。
望
月
市
恵
訳『
ワ
イ
マ
ル

の
ロ
ッ
テ
』（
岩
波
文
庫
上
・
下
、1971

）
が
あ
る
。『
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
全
集
Ⅱ
』（
新

潮
社
、
昭
和
47
・
4
・
15
）
の
「
ワ
イ
マ
ル
の
ロ
ッ
テ
」
は
佐
藤
晃
一
訳
が
採
用
さ
れ
て

お
り
、
文
面
か
ら
望
月
訳
の
案
が
あ
り
、
杜
夫
が
そ
の
交
渉
に
関
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。

�　

昭
和
五
十
二
年
九
月
八
日
、杜
夫
は
か
ね
て
か
ら
構
想
し
て
い
た
南
米
移
民
の
小
説
の

取
材
の
た
め
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
経
て
ブ
ラ
ジ
ル
に
旅
行
し
、サ
ン
パ
ウ
ロ
か
ら
マ
ナ
オ

ス
等
を
ま
わ
り
十
月
一
日
に
帰
国
し
た
。『
輝
け
る
碧
き
空
の
下
で
』（
新
潮
社
、
昭
和

57
・
1
・
20
）
は
そ
の
時
の
取
材
を
下
に
描
い
て
い
る
。
発
表
誌
は
「
新
潮
」（
昭
和
54

年
5
月
号
～
昭
和
56
年
8
月
号
（
但
し
、
昭
和
55
年
2
月
号
は
休
載
））
で
あ
っ
た
。
資

料
「
16
」
の
消
印
は
、
昭
和
五
十
六
年
六
月
八
日
と
あ
り
、
第
一
部
を
書
き
上
げ
た
直
後

に
書
い
た
手
紙
と
考
え
ら
れ
る
。

�　

昭
和
五
十
六
年
の
資
料
「
16
」（
手
紙
（
3
））
か
ら
二
十
年
前
と
い
う
と
、昭
和
三
十
六

年
で
あ
り
、
ち
ょ
う
ど
喜
美
子
が
杜
夫
と
結
婚
を
し
た
年
に
あ
た
る
。「
信
州
と
虫
と
北

杜
夫
―
―
あ
と
が
き
に
代
え
て　

斎
藤
喜
美
子
」（『
マ
ン
ボ
ウ
思
い
出
の
昆
虫
記
―
―
虫

と
山
と
信
州
と
』（
信
濃
毎
日
新
聞
社
、
平
成
25
・
7
・
13
）
に
は
当
時
の
様
子
が
詳
し

く
書
か
れ
て
い
る
。

�　
『
ヨ
セ
フ
と
そ
の
兄
弟　

全
三
巻
』（
望
月
市
恵
・
小
塩
節
訳
、
筑
摩
書
房
、
昭
和
60
・

5
～
昭
和
63
・
2
）

�　

小
塩
節
（1931

・1

・10 – 2022

・5

・12

）
は
ド
イ
ツ
文
学
者
。
松
本
高
等
学
校

文
科
乙
類
を
経
て
、
東
京
大
学
独
文
科
卒
、
同
大
学
院
卒
。
中
央
大
学
名
誉
教
授
、
ケ
ル

ン
大
学
名
誉
文
学
博
士
。
日
本
と
ド
イ
ツ
の
文
化
交
流
に
尽
力
し
、駐
ド
イ
ツ
日
本
大
使

館
公
使
、
ケ
ル
ン
日
本
文
化
会
館
長
、
日
本
語
国
際
セ
ン
タ
ー
所
長
等
を
歴
任
し
た
。
旺

盛
な
活
動
の
一
方
、旅
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
で
も
あ
っ
た
。
杜
夫
は
松
本

高
校
で
は
小
塩
の
三
年
先
輩
に
あ
た
り
、
杜
夫
と
同
様
望
月
か
ら
ド
イ
ツ
語
を
学
ん
だ
。

『
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
の
小
径
』（
光
文
社
、
平
成
17
・
5
・
15
）
に
よ
る
と
、
小
塩
は
、
望
月

が
下
訳
を
作
っ
て
い
た
も
の
の
、高
齢
と
病
の
た
め
に
完
成
が
困
難
に
な
っ
た
長
編
小
説
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『
ヨ
セ
フ
と
そ
の
兄
弟
』
の
翻
訳
を
引
き
受
け
、
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
夫
人
の
励
ま
し
を
受

け
な
が
ら
翻
訳
に
取
り
組
み
、
平
成
十
年
に
完
成
し
て
い
る
（「『
ヨ
セ
フ
と
そ
の
兄
弟
』

の
旅
」（PP.134-153

）
参
照
）。

(31)　
『
輝
け
る
碧
き
空
の
下
で　

第
二
部
』（
新
潮
社
、
昭
和
61
・
1
・
20
）
の
発
表
誌
は

「
新
潮
」（
昭
和
58
年
3
月
号
～
昭
和
60
年
8
月
号
（
但
し
、昭
和
59
年
60
年
各
1
月
号
は

休
載
））
で
あ
っ
た
。

(32)　
「
松
高
入
学
の
こ
ろ
」（『
信
濃
毎
日
新
聞
』
夕
刊
、
昭
和
57
・
12
（「
来
し
方
の
記
１
」

改
題
）
初
出
）、『
糸
魚
川
街
道
』（PP.42-45

）
参
照
。

(33)　

望
月
市
恵
は
、
杜
夫
の
松
本
高
校
の
恩
師
で
あ
る
と
同
時
に
、
同
校
の
先
輩
で
も
あ
っ

た
。
望
月
は
大
正
八
年
に
で
き
た
旧
制
松
本
高
等
学
校
の
文
科
甲
類
を
受
験
し
た
が
、文

科
乙
類
に
入
学
し
、
大
学
は
独
法
と
な
っ
た
。
ま
た
、
三
年
時
に
は
で
き
た
ば
か
り
の
思

誠
寮
に
入
寮
し
た
。
当
時
の
様
子
は
注
(32)
に
詳
し
い
。

(34)　

注
�
・
�
参
照
。

(35)　

注
�
に
同
じ
。

(36)　

注
�
・
(31)
参
照
。

(37)•

　

高
橋
徹
、
松
下
正
明
「
作
家
・
北
杜
夫
と
躁
う
つ
病
―
―
健
在
発
症
前
エ
ピ
ソ
ー

ド
と
『
ど
く
と
る
マ
ン
ボ
ウ
航
海
記
』
―
―
」（「
信
州
大
学
附
属
図
書
館
研
究
、第
八

号
」（2019.1.31

））
参
照
。

•

　

高
橋
徹
、
松
下
正
明
「
作
家
・
北
杜
夫
と
躁
う
つ
病
―
―
初
期
作
品
の
系
譜
―
―
」

（「
信
州
大
学
附
属
図
書
館
研
究
、
第
九
号
」（2020.1.31

））
参
照
。

•

　

高
橋
徹
、
松
下
正
明
「
作
家
・
北
杜
夫
と
躁
う
つ
病
―
―
北
杜
夫
を
め
ぐ
る
人
び

と
―
―
」（「
信
州
大
学
附
属
図
書
館
研
究
、
第
十
号
」（2021.1.31

））
参
照
。

(38)　

杜
夫
が
望
月
に
質
問
し
た
内
容
は
、ゲ
ー
テ
の
箴
言
「
涙
と
と
も
に
パ
ン
を
食
べ
た
者

で
な
け
れ
ば
、
人
生
の
本
当
の
味
は
わ
か
ら
な
い
」、『
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
マ
イ
ス
タ
ー
の

修
業
時
代
（
上
）』（
岩
波
書
店
、
平
成
12
・
1
・
14
）
の
第
2
巻
の
第
13
章
、
老
人
の
歌

う
「
悲
痛
な
嘆
き
の
歌
」
の
詩
句
と
察
す
る
。

涙
な
が
ら
に
パ
ン
を
食
べ
、

悲
し
み
に
満
て
る
夜
を
、
寝
も
や
ら
で
、

泣
き
明
か
し
た
こ
と
も
な
き
者
は
、

天
な
る
み
力
よ
、
お
ん
み
ら
を
知
ら
ず
。

お
ん
み
ら
は
わ
れ
ら
を
世
に
招
き
、

哀
れ
な
る
わ
れ
ら
に
罪
を
お
か
さ
せ
、

わ
れ
ら
を
苦
し
み
に
ゆ
だ
ね
給
う
。

な
べ
て
の
罪
は
世
に
報
わ
れ
る
も
の
な
れ
ば
。（P.212

）
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心
理
学
入
門
』（
同
文
書
院
、
昭
和
45
・
6
・
20
）

44　

図
録
「
企
画
展　

北
杜
夫
展
―
―
ユ
ー
モ
ア
が
あ
る
の
は
人
間
だ
け
で
す
―
―
」（
山

梨
県
立
文
学
館
、
平
成
28
・
9
・
17
）

45　
『
ア
ク
セ
ス
独
和
辞
典　

第
3
版
』
三
修
社
、
平
成
22
・
4
・
1
）

25
）

16　

北
杜
夫
『
マ
ン
ボ
ウ
思
い
出
の
昆
虫
記
―
―
虫
と
山
と
信
州
と
』（
信
濃
毎
日
新
聞
社
、

平
成
25
・
7
・
13
）

17　

北
杜
夫
『
憂
行
日
記
』（
斎
藤
国
夫
編
、
令
和
3
・
10
・
20
）

18　

北
杜
夫
・
辻
邦
生
『
北
杜
夫
・
辻
邦
生
対
談
―
―
若
き
日
と
文
学
と
』（
中
央
公
論
社
、

昭
45
・
7
・
10
）

19　

奥
野
健
男
『
北
杜
夫
の
文
学
世
界
』（
中
央
公
論
社
、
昭
和
53
・
2
・
10
）

20　

御
喜
家
康
正
『
北
杜
夫
の
世
界
』（
新
評
社
、
昭
和
54
・
6
・
1
）

21　

辻
邦
生
『
薔
薇
の
沈
黙
―
―
リ
ル
ケ
論
の
試
み
―
―
』（
筑
摩
書
房
、
平
成
12
・
1
・

20
）

22　

大
山
定
一
『
リ
ル
ケ
雑
記
』（
創
元
社
、
昭
和
22
・
10
・
20
）

23　

大
山
定
一
『
作
家
の
歩
み
に
つ
い
て
』（
甲
文
社
、
昭
和
21
・
11
・
20
）

24　

高
安
國
世
『
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
と
リ
ル
ケ
』（
ア
テ
ナ
書
院
、
昭
和
24
・
3
・
10
）

25　

生
野
幸
吉
訳
『
リ
ル
ケ
詩
集
』（
白
鳳
社
、
昭
和
44
・
9
・
20
）

26　

富
士
川
栄
郎
訳
『
リ
ル
ケ
詩
集
』（
新
潮
社
、
昭
和
38
・
2
・
20
）

27　

高
安
國
世
『
鑑
賞
世
界
名
詩
選　

リ
ル
ケ
』（
筑
摩
書
房
、
昭
和
29
・
7
・
1
）

28　

塚
越
敏
『
創
造
の
瞬
間　

リ
ル
ケ
と
プ
ル
ー
ス
ト
』（
み
す
ず
書
房
、
平
成
12
・
1
・

20
）

29　

塚
越
敏
『
リ
ル
ケ
と
ヴ
ァ
レ
リ
ー
』（
青
土
社
、
平
成
6
・
12
・
15
）

30　

望
月
市
恵
『
糸
魚
川
街
道
』（『
糸
魚
川
街
道
』
編
集
委
員
会
、
渋
谷
文
泉
閣
、
昭
和

59
・
10
・
31
）

31　

シ
ュ
テ
ィ
フ
タ
ー
作
、
望
月
市
恵
訳
『
水
晶
・
み
か
げ
石
・
喬
木
林
』（
白
水
社
、
昭

和
40
・
11
・
20
）

32　

ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
作
、
望
月
市
恵
訳
『
ブ
デ
ン
ブ
ロ
ー
ク
家
の
人
び
と　

上
』（
岩
波

書
店
、
昭
和
44
・
9
・
16
）

33　

ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
作
、
望
月
市
恵
訳
『
ブ
デ
ン
ブ
ロ
ー
ク
家
の
人
び
と　

中
』（
岩
波

書
店
、
昭
和
44
・
10
・
16
）

34　

ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
作
、
望
月
市
恵
訳
『
ブ
デ
ン
ブ
ロ
ー
ク
家
の
人
び
と　

下
』（
岩
波


